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誰
の
お
か
げ
か
と
。

　

信
者
さ
ん
の
求
道
心
、
教
え
の

主お
や

の
導
き
、
教
団
の
歩
み
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
の
就
任
依
頼
で
あ
っ

た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
あ
た
か

も
自
身
の
能
力
で
あ
る
か
の
よ
う

な
錯
覚
を
覚
え
て
、
迷
っ
て
い
た

自
分
が
あ
り
ま
し
た
。
信
者
さ
ん

と
共
に
神
様
を
求
め
て
歩
み
を
進

め
る
、
そ
の
心
と
具
体
的
行
動
が

結
集
し
て
、
宗
教
協

力
の
場
が
あ
る
こ
と

に
改
め
て
気
づ
い
た

25
年
前
で
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
宮
本
新
理
事
長
を
中
心
に
、

新
宗
連
加
盟
教
団
の
皆
様
の
神
仏

へ
の
帰
依
心
を
も
っ
て
、
す
べ
て

の
生
命
が
尊
重
し
合
え
る
平
和
な

世
界
実
現
の
た
め
、
教
団
の
多
様

性
を
活
か
し
て
、
世
の
中
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
善
進
し
て
い
く
誓

い
を
立
て
た
６
月
30
日
で
し
た
。

　

（�

田
澤
清
喜
・
松
緑
神
道
大
和

山
教
主
）

　

６
月
30
日
、
宮
本
惠
司
新
理
事

長
の
も
と
、
新
宗
連
第
34
期
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

私
も
新
た
に
お
役
目
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
役
を
受

け
る
と
き
、
25
年
前
に
当
先
代
教

主
・
田
澤
豊
弘
に
い

た
だ
い
た
言
葉
を
必

ず
思
い
出
し
ま
す
。

「
役
を
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
か
ど
う
か
は
自
分
で
決

め
な
さ
い
」

「
も
し
お
断
り
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
役
を
通
し
て
で
き
る
学
び
、
ご

縁
、
機
会
な
ど
自
身
の
成
長
に
つ

な
が
る
す
べ
て
の
こ
と
も
お
断
り

を
す
る
と
認
識
し
な
さ
い
」

「
今
は
忙
し
い
の
で
難
し
い
と
思

う
の
で
あ
れ
ば
、
受
け
た
上
で
創

意
工
夫
し
、成
し
遂
げ
れ
ば
い
い
」

「
お
役
目
を
受
け
た
時
に
は
、
自

分
が
自
分
が
で
は
な
く
、
先
生
方

に
育
て
て
も
ら
い
な
さ
い
」

　

新
宗
連
青
年
会
副
委
員
長
就
任

に
際
し
、
教
団
職
員
に
な
っ
て
間

も
な
い
私
の
気
持
ち
を
す
べ
て
見

通
し
た
ご
教
導
で
し
た
。
未
経
験

で
あ
る
が
故
に
、
単
に
仕
事
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
漠
然

と
し
た
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ

た
こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て

い
ま
す
。
結
論
と
し
て
、
役
を
お

受
け
す
る
選
択
肢
を
と
り
ま
し

た
。
お
役
目
を
通
し
て
、
他
教

団
、
他
業
界
の
方
々
と
の
出
会
い

と
学
び
の
場
を
数
多
く
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
受
け
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う

気
持
ち
と
と
も
に
、
大
切
な
気
づ

き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

就
任
の
お
声
を
か
け
て
い
た
だ

け
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。

「
お
役
目
を
い
た
だ
く
」と
は

新
宗
連
の
先
生
方
に
育
て
て
も
ら
う
心

≪�

４
面
≫　

提
言「
と
も
に
苦
し
み
、
と
も
に
生
き
る
」
白
波
瀬
達
也
・
関
西
学

院
大
学
教
授

≪�

５
面
≫　

提
言「
信
教
の
自
由
は
、
な
ぜ
民
主
主
義
の
土
台
な
の
か
」伊
藤
真

（
弁
護
士
）

≪�

６
面
≫　

結
成
80
周
年
へ
向
け
、
思
い
と
展
望
を
聞
く
―
宮
本
惠
司
理
事
長
、

石
倉
寿
一
常
務
理
事�

（
次
号
発
行
は
10
月
中
旬
の
予
定
で
す
）

《今号の紙面から》

　先の大戦末期の沖縄戦において、
1945（昭和20）年6月23日、日本軍の

牛島満司令官らが自決し組織的戦闘が終結したとされ
る日。沖縄県の条例で定められた公休日で、沖縄全戦
没者追悼式の他、各地で様々な慰霊祭、平和を願うイ
ベントが開催される。なお、組織的戦闘終了後も残存
日本兵による抵抗と米軍の掃討戦は続き、多くの犠牲

者が出た。米軍が作戦の終了を宣言したのは7月2
日、日本軍代表が降伏文書に署名し、沖縄戦が公式に
終了したのは9月7日。住民を巻き込んだ激しい地上
戦は「ありったけの地獄をあつめた」と表現された。
両軍と民間人も含めた戦没者数は、およそ20万人。現
地招集も広く実施（根こそぎ動員）されており、県民
の4人に1人が犠牲になったと言われる。

沖縄慰霊の日

　

新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟

（
新
宗
連
青
年
会
、岡
野
孝
行
委

員
長
）は
６
月
22
、23
の
両
日
、

先
の
大
戦
に
お
け
る
沖
縄
戦
の

組
織
的
戦
闘
が
終
了
し
た
と
さ

れ
る「
沖
縄
慰
霊
の
日
」（「
栞
」

参
照
）
に
合
わ
せ
、
沖

縄
本
島
へ
代
表
者
を
派

遣
し
た
。

　

22
日
は
来
年
度
に
派

遣
を
予
定
し
て
い
る
沖

縄
慰
霊
平
和
使
節
団
も

見
据
え
、
沖
縄
本
島
北

部
・
中
部
の
米
軍
基
地

関
連
を
中
心
に
視
察
。

続
い
て
県
主
催
の
沖
縄

全
戦
没
者
追
悼
式
に
参

列
し
、
正
午
に
合
わ
せ

黙
祷
を
捧
げ
た
。

【
宮
本
惠
司
氏
略
歴
】
１
９
５

６
（
昭
和
31
）
年
、
東
京
都
渋

谷
区
生
ま
れ
。
81
（
昭
和
56
）

年
に
妙
智
會
教
団
へ
入
局
し
、

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
理

事
長
に
。
13
（
平
成
25
）
年
に

法
嗣
と
な
り
、
25
（
令
和
７
）

年
３
月
に
會
長
に
就
任
し
た
。

　

新
宗
連
で
は
１
９
８
９
（
平

成
元
）
年
に
理
事
に
就
任
し
て

以
来
、
常
任
理
事
、
副
理
事

長
、
常
務
理
事
を
歴
任
。
企

画
、
政
治
、
会
計
の
各
委
員
長

を
務
め
た
。

　

評
議
員
会
で
は
令
和
７
年
度

事
業
報
告
書
案
と
決
算
報
告
書

案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
し
た
。
あ
わ
せ
て
第

34
期
役
員
改
選
を
行
い
、
理
事

19
人
、
監
事
２
人
を
選
任
。
新

任
理
事
に
は
保
積
敬
子
氏
、
仙

波
達
治
氏
、
宮
本
泰
克
氏
が
就

任
し
、
監
事
に
は
江
口
陽
一
氏

が
新
た
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、

保
積
、
仙
波
両
氏
の
理
事
就
任

に
伴
う
補
欠
評
議
員
と
し
て
木

島
正
孝
氏
、
梅
村
佳
甲
氏
を
選

任
。
33
期
を
も
っ
て
理
事
を
退

任
す
る
佐
々
木
堯
章
氏
を
新
た

に
参
与
に
選
任
し
た
。

　

続
く
理
事
会
で
は
、
第
34
期

理
事
長
お
よ
び
常
務
理
事
に
つ

い
て
審
議
。
理
事
長
に
は
新
た

に
宮
本
惠
司
氏
を
選
任
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
４
年
に
わ
た

り
理
事
長
を
務
め
た
石
倉
寿
一

氏
は
常
務
理
事
に
就
き
、
34
期

も
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
執
行
部

に
伝
え
て
い
く
。
常
務
理
事
に

は
庭
野
光
祥
氏
、
力
久
道
臣
氏

を
再
任
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
田
澤
清
喜
氏
、
本
山
一
博
氏

を
選
任
し
た
。
さ
ら
に
、
理
事

長
特
別
補
佐
と
し
て
岡
野
英
夫

第33期第２回評議員会
第34期第１回理事会

新宗連役職 氏　　名 教　団　役　職
名 誉 会 長 深 田 充 啓 円 応 教 教 主
顧 問 庭 野 日 鑛 立 正 佼 成 会 会 長

同 新 井 三 知 夫 救 世 真 教 顧 問
同 保 積 秀 胤 大 和 教 団 教 主
同 岡 田 光 央 崇 教 眞 光 三代教え主

参 与 嘉 納 良 樹 日 月 神 一 条 管 長
同 鉢 呂 神 龍 天 恩 教 教 主
同 佐 々 木 堯 章 崇 教 眞 光 相談役

理 事 長 宮 本 惠 司 妙 智 會 教 団 會 長
常 務 理 事 石 倉 寿 一 大 慧 會 教 団 会 長

同 庭 野 光 祥 立 正 佼 成 会 次代会長
同 力 久 道 臣 善 隣 教 教 主
同 田 澤 清 喜 松緑神道大和山 教 主
同 本 山 一 博 玉 光 神 社 宮 司

理 事 新 井 光 興 救 世 真 教 会 長
同 田 中 庸 仁 真 生 会 会 長
同 飯 島 法 道 思 親 会 会 長
同 岡 野 英 夫 解 脱 会 理事長
同 保 積 志 胤 大 和 教 団 教務総長
同 北 浦 幸 代 祖 神 道 教 団 理 事
同 藤 原 裕 康 妙 道 会 教 団 理事長
同 小 坂 匡 弥 円 応 教 理事長
同 熊 野 隆 規 立 正 佼 成 会 理事長
同 眞 塩 陽 一 郎 七 曜 会 教 主
同 保 積 敬 子 大 和 教 教 祖
同 仙 波 達 治 崇 教 眞 光 渉外部参与
同 宮 本 泰 克 妙 智 會 教 団 代表役員

監 事 國 富 敬 二 立 正 佼 成 会 徳島教会長
同 江 口 陽 一 大法輪台意光妙教会 理事長

評 議 員 石 川 靖 夫 霊波之光教会 代表役員
同 加 納 理 孝 加納太霊教院 院 長
同 左 藤 滋 光 澄 禅 律 院 住 職
同 平 松 千 明 大 和 教 団 事務総長
同 和 田 惠 久 巳 立 正 佼 成 会 理 事
同 鷹 取 義 博 大 慧 會 教 団 責任役員
同 山 川 喜 久 子 円 応 教 副理事長
同 中 村 浩 之 解 脱 会 教務部長
同 鈴 木 裕 治 妙 智 會 教 団 理 事
同 鉢 呂 金 太 郎 天 恩 教 理事長
同 杉 浦 妙 周 福 聚 の 会 会 長
同 木 島 正 孝 修養団捧誠会 事務局長
同 梅 村 佳 甲 崇 教 眞 光 西関東方面指導部

部 長 補 佐

《 新宗連第34期役員・評議員等 》

「
沖
縄
慰
霊
の
日
」に

合
わ
せ
代
表
を
派
遣
新宗連
青年会

新 宗 連

理
事
ら
を
選
任
、新
役
員
体
制
が
決
定

新新
理
事
長
に
宮
本
惠
司
氏

理
事
長
に
宮
本
惠
司
氏

理
事
を
選
任
し
た
。
ま
た
、
第

34
期
第
１
回
理
事
会
で
改
め
て

名
誉
会
長
に
深
田
充
啓
氏
、
顧

問
に
庭
野
日
鑛
氏
、
新
井
三
知

夫
氏
、
保
積
秀
胤
氏
、
岡
田
光

央
氏
を
推
戴
し
再
任
し
た
。
さ

ら
に
日
本
宗
教
連
盟
（
日
宗

連
）
に
推
薦
す
る
役
員
人
事
な

ど
を
確
認
し
た
。

　

退
任
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
石

倉
寿
一
氏
は
４
年
間
の
任
期
を

振
り
返
り
、
深
田
充
啓
名
誉
会

長
、
庭
野
日
鑛
顧
問
、
保
積
秀

胤
顧
問
、
岡
田
光
央
顧
問
を
は

じ
め
、
理
事
、
評
議
員
ら
の
支

え
に
感
謝
を
伝
え
た
。

　

ま
た
、「
理
事
長
就
任
時
に

宮
本
先
生
か
ら
『
私
が
支
え
ま

す
か
ら
』
と
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
私

も
常
務
理
事
と
し
て
支
え
て
い

き
た
い
と
決
意
し
ま
し
た
」
と

語
り
、「
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま

と
と
も
に
、
新
宗
連
が
少
し
で

も
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
な

る
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
謝
意
を
述
べ
、
新
体

制
へ
の
期
待
を
寄
せ
た
。

　

新
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
宮

本
氏
は
「
35
年
前
、
父
の
お
供

で
新
宗
連
の
活
動
に
参
加
し
て

以
来
、
先
達
の
皆
さ
ま
方
か
ら

大
変
大
き
な
お
宝
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
当
に
自
分
の
子
の

よ
う
に
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

き
、
た
く
さ
ん
の
ご
教
導
を
い

た
だ
い
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
」
と
新
宗
連
と
の
関
わ
り
を

振
り
返
っ
た
。

　

ま
た
、「
企
画
、
政
治
、
会

計
の
三
つ
の
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
、
多
く
の
経
験
と
学
び

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
教
導

を
生
か
し
、
さ
ら
な
る
新
宗
連

の
発
展
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
抱
負
を
表
明
。

「
私
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ

ん
。
石
倉
先
生
を
は
じ
め
、
理

事
、
評
議
員
、
加
盟
教
団
の
皆

さ
ま
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
、
理
事
長
と
し
て

の
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
協
力
を
呼
び
か

け
、
加
盟
教
団
と
の
連
携
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
任
役
員
や
補

欠
評
議
員
、
退
任
者
ら
が
そ
れ

ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し
、
新
体
制
へ

の
抱
負
や
今
後
の
決
意
、
こ
れ

ま
で
の
謝
意
を
述
べ
た
。

　

新
宗
連
は
６
月
９
日
午
後
１

時
半
か
ら
、
東
京
・
代
々
木
の

新
宗
連
会
館
で
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
に
よ
り
第
33
期
第
８
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
深
田
充
啓

名
誉
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ

た
。
審
議
事
項
で
は
令
和
７
年

度
事
業
報
告
書
案
な
ら
び
に
令

和
７
年
度
決
算
報
告
書
案
に
つ

い
て
協
議
し
、
資
産
運

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
進
捗
状
況
や
監
査

報
告
を
踏
ま
え
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
し

た
。
併
せ
て
、
10
月

６
、
７
日
に
仙
台
市
で

開
催
す
る
令
和
８
年
度

全
国
総
会
で
、
第
38
回

教
団
人
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
す
る
日
程
案
な
ど
を

了
承
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
各

委
員
会
・
機
関
が
活
動

状
況
を
報
告
し
た
ほ

写真左から常務理事の本山氏、力久氏、理事の岡野氏（理事長特別
補佐）、常務理事の石倉氏、宮本理事長、常務理事の田澤氏、庭野氏

県主催の追悼式に参列

と
し
て
開
催
さ
れ
た
歴
史
に
触

れ
、「『
宗
教
と
経
営
』
と
い
う

言
葉
に
は
抵
抗
感
を
持
つ
人
も

い
る
が
、
組
織
を
維
持
し
活
動

を
継
続
す
る
た
め
に
は
運
営
の

視
点
も
欠
か
せ
な
い
」
と
指

摘
。
一
方
で
、「
経
営
が
お
金

儲
け
と
受
け
取
ら
れ
た
り
、
組

織
存
続
だ
け
が
目
的
と
な
る
危

険
も
あ
る
」
と
し
、「
企
業
経

営
論
を
そ
の
ま
ま
宗
教
団
体
に

当
て
は
め
ず
、
理
念
や
信
仰
を

踏
ま
え
て
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
築
地
本
願
寺
や
地
方

寺
院
の
改
革
事
例
に
加
え
、

「
玉
光
神
社
で
は
理
念
や
信
徒

信
条
、
行
動
指
針
の
再
整
備
を

進
め
て
い
る
」
と
説
明
。「
理

念
と
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
行

動
指
針
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
し
た
。
さ
ら
に
、

「
教
団
が
誰
を
救
う
た
め
に
存

在
す
る
の
か
が
活
動
の
方
向
性

を
決
め
る
」
と
し
、「
理
念
だ

け
で
は
組
織
は
変
わ
ら
な
い
。

理
念
や
（
教
団
の
）
文
化
に
即

し
た
組
織
作
り
が
求
め
ら
れ

る
」
と
述
べ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
宗
教
団
体

に
お
け
る
経
営
と
信
仰
の
関
係

や
カ
リ
ス
マ
的
指
導
者
の
役
割

な
ど
を
巡
り
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

理事会後に行われた学習会

第
33
期
第
８
回
理
事
会・学
習
会

宗
教
団
体
と
経
営
― 

理
念
の
在
り
方
を
探
る

　

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
）
は
６
月
30
日
午
後
１
時
半
か
ら
、
東
京
都
杉

並
区
の
立
正
佼
成
会
法
輪
閣
を
主
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
、
第
33
期
第
２
回

評
議
員
会
並
び
に
第
34
期
第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
、
宮
本
惠
司
氏
を
新
理
事
長
に
選

任
す
る
な
ど
第
34
期
の
新
体
制
を
発
足
し
た
。

か
、
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟

（
新
宗
連
青
年
会
）
の
委
員
長

交
代
に
つ
い
て
報
告
。
宮
本
泰

克
前
委
員
長
と
岡
野
孝
行
新
委

員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し

た
。
続
い
て
、
岡
野
委
員
長
は

米
国
調
査
団
や
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
６
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

　

こ
の
後
、
大
滝
晃
史
事
務
局

長
が
日
本
宗
教
連
盟
創
立
80
周

年
記
念
式
典
や
不
活
動
宗
教
法

人
対
策
検
討
会
、
比
叡
山
宗
教

サ
ミ
ッ
ト
40
周
年
に
向
け
た
動

き
な
ど
、
宗
教
界
の
最
近
の
動

向
を
報
告
し
た
。

　

理
事
会
後
の
学
習
会
で
は
、

玉
光
神
社
宗
教
心
理
学
研
究
所

所
長
の
武
藤
亮
飛
氏
が
「
新
宗

教
に
企
業
経
営
論
は
役
に
立
つ

の
か
？
―
玉
光
神
社
に
お
け
る

挑
戦
と
失
敗
を
事
例
に
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

　

武
藤
氏
は
新
宗
連
が
１
９
６

１
（
昭
和
36
）
年
に
始
め
た
教

団
人
セ
ミ
ナ
ー
が
「
信
仰
を
基

盤
と
し
た
教
団
経
営
学
講
座
」
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新
宗
連
四
国
総
支
部
（
小
坂

匡
弥
会
長
）
は
６
月
20
日
午
後

１
時
か
ら
、
四
国
総
支
部
学
習

会
を
立
正
佼
成
会
西
条
教
会

（
愛
媛
県
西
条
市
）
で
開
催
し

た
。「
子
ど
も
食
堂
を
中
心
と

し
た
子
ど
も
支
援
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人U.
Grandma Japan

代
表
理
事
の

松
島
陽
子
氏
と
、
合
同
会
社
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
鬼
北
代
表
社

員
の
若
藤
明
弘
氏
が
講
演
し
た

（
写
真
）。

　

松
島
氏
は
２
０
１
８
（
平
成

30
）
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
を

機
に
宇
和
島
市
で
炊
き
出
し
活

動
を
始
め
、
翌
年
か
ら
子
ど
も

食
堂
の
運
営
を
開
始
し
た
経
緯

を
振
り
返
り
、「
い
つ
も
や
っ
て

い
る
こ
と
が
、
も
し
も
の
時
に

役
立
つ
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上

で
、
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど

も
を
見
守
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
現
状
を
紹
介
し
た
。

　

子
ど
も
食
堂
は
食
事
を
提
供

す
る
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
庭

で
も
学
校
で
も
な
い
「
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
」
と
し
て
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
や
多
世
代
交

流
、
見
守
り
機
能
を
担
っ
て
い

る
と
強
調
。
全
国
の
子
ど
も
食

堂
は
１
万
２
６
０
２
か
所
に
上

り
、
愛
媛
県
内
で
も
約
１
５
０

か
所
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に

触
れ
、「
孤
食
や
子
ど
も
の
貧

困
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
が
進
む
今
だ
か
ら
こ
そ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
力
を
込
め
た
。

　

さ
ら
に
、「
一
杯
の
食
事
が

親
の
心
の
余
裕
や
高
齢
者
の
生

き
が
い
、
多
機
関
連
携
に
も
つ

な
が
る
」
と
し
、
食
材
提
供
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日
頃
の
あ
い

さ
つ
や
声
か
け
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
支
援
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
若
藤
氏
は
鬼
北
町
で

運
営
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

の
実
践
を
報
告
し
た
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
ホ
ー
ム
（
小
規
模
住
居
型

児
童
養
育
事
業
）
は
保
護
者
の

い
な
い
子
ど
も
や
虐
待
な
ど
に

よ
り
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
困

難
な
子
ど
も
を
家
庭
的
な
環
境

で
養
育
す
る
制
度
。
同
法
人
で

は
２
事
業
所
で
９
人
の
子
ど
も

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

同
ホ
ー
ム
で
は
、
住
民
や
子

ど
も
食
堂
と
の
連
携
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
養
育
を
続
け
、
地
域

行
事
で
の
見
守
り
や
、
ホ
ー
ム

を
巣
立
っ
た
子
ど
も
へ
の
生
活

支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

若
藤
氏
は
「
私
た
ち
は
本
当

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、『
ホ

ー
ム
に
来
て
よ
か
っ
た
』『
幸

せ
だ
っ
た
』『
生
き
て
い
て
よ

か
っ
た
』
と
、
い
つ
か
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
」
と
語

っ
た
。
そ
の
上
で
、
地
域
で
自

然
に
「
お
か
え
り
」「
元
気

？
」
と
声
を
か
け
合
え
る
関
係

こ
そ
が
子
ど
も
の
安
心
に
つ
な

が
る
と
し
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
を
育
む
大
切
さ
を
訴
え
た
。

　

３
総
支
部
で
総
務
会

　

新
宗
連
各
総
支
部
は
、
第
33

期
第
８
回
理
事
会
（
６
月
９
日

開
催
）
及
び
、
第
33
期
第
２
回

評
議
員
会
、
第
34
期
第
１
回
理

事
会
（
６
月
30
日
開
催
）
で
承

認
・
決
定
し
た
令
和
７
年
度
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
第
34

期
役
員
改
選
な
ど
、
決
定
事
項

の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
今

年
度
の
事
業
推
進
に
向
け
た
協

議
や
情
報
交
換
の
た
め
、
総
務

会
を
開
催
し
た
。

　

開
催
日
は
次
の
通
り
（
＊
時

系
列
）。

　

奥
羽
総
支
部
（
田
澤
清
喜
会

長
）
―
７
月
10
日
・
総
務
会

（
秋
田
市
内
ホ
テ
ル
）

　

北
関
東
総
支
部
（
新
井
光
興

会
長
）
―
７
月
11
日
・
総
務
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　

中
部
総
支
部
（
杉
浦
妙
周
会

長
）
―
７
月
14
日
・
総
務
会

（
立
正
佼
成
会
名
古
屋
教
会
）

　

新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟

（
新
宗
連
青
年
会
、
岡
野
孝
行

委
員
長
）
は
５
月
30
、
31
の
両

日
、
栃
木
県
足
利
市
で
「
ユ
ー

ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
６
」
を

開
催
し
た
。
北
関
東
連
盟
の
受

け
入
れ
の
も
と
、「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

（
ビ
バ
）
！
学
び
場
！
未
来
と

希
望
を
繋
ぐ
Ｈ
Ｕ
Ｂ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
な
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
宗
教
青
年
ら
が
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
現
状
や
、
地
域
社

会
に
お
け
る
支
援
の
在
り
方
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　

30
日
は
、
立
正
佼
成
会
足
利

教
会
で
開
会
式
を
行
っ
た
後
、

班
ご
と
に
日
本
最
古
の
学
校
と

さ
れ
る
史
跡
足
利
学
校
や
足
利

将
軍
家
一
門
の
氏
寺
で
あ
る
鑁ば

ん

阿な

寺じ

を
見
学
し
た
。
参
加
者

は
、
多
く
の
人
々
が
学
問
に
励

ん
だ
足
利
学
校
な
ど
を
訪
れ
、

教
団
の
枠
を
超
え
て
交
流
を
深

め
な
が
ら
、「
学
ぶ
こ
と
」
の

意
義
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

翌
31
日
は
、
ニ
ュ
ー
ミ
ヤ
コ

ホ
テ
ル
足
利
本
館
で
、
学
習
会

に
先
立
ち
、
加
盟
９
教
団
に
よ

る
教
団
別
礼
拝
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
東
京
都
八
王
子
市

を
拠
点
に
無
料
塾
活
動
を
展
開

し
、
各
地
の
学
習
支
援
に
も
関

わ
る
小
宮
位
之
氏
（
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
八
王
子
つ
ば
め
塾
理
事

長
）
が
、「
経
済
的
不
安
を
抱

え
た
子
ど
も
達
の
学
び
の
現
状

と
寄
り
添
い
方
に
つ
い
て
―
無

料
塾
の
実
践
を
通
じ
て
―
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。

　

講
演
で
は
小
宮
氏
が
無
料
塾

で
の
実
践
や
、
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
現

状
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

小
宮
氏
は
冒
頭
「
学
ぶ
こ
と

は
未
来
へ
の
可
能
性
を
広
げ
る

こ
と
」
と
語
り
、
学
び
に
よ
っ

て「
人
生
の
選
択
肢
が
広
が
り
、

自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
力
に
な

る
」
と
述
べ
た
。さ
ら
に
、「
未

来
と
希
望
を
つ
な

ぐ
」
と
い
う
テ
ー

マ
は
、「
学
び
の

本
質
を
表
す
言
葉

で
は
な
い
か
」
と

評
価
し
た
。

　

経
済
的
な
事
情

か
ら
学
習
塾
へ
通

う
こ
と
が
難
し
い

中
高
生
を
対
象
に

運
営
す
る
「
八
王

子
つ
ば
め
塾
」
は
、
２
０
１
２

（
平
成
24
）
年
９
月
、
講
師
一

人
、
生
徒
一
人
か
ら
始
ま
り
、

今
で
は
35
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
が
支
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
５
０
０
人
以
上
が
学
び
、
３

５
０
人
を
超
え
る
生
徒
が
高
校

や
大
学
へ
進
学
し
た
。

　

小
宮
氏
は
、
経
済
的
な
困
難

に
よ
り
、
勉
強
し
た
く
て
も
勉

強
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
身

近
に
い
る
現
実
を
訴
え
た
。
日

本
で
は
約
９
人
に
１
人
の
子
ど

も
が
相
対
的
貧
困
の
状
態
に
あ

る
と
い
う
。

　

東
京
都
で
は
高
校
受
験
の
競

争
が
激
し
く
、
学
習
塾
へ
通
う

こ
と
が
事
実
上
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
が
、
年
間
数
十
万
円
に

及
ぶ
塾
代
を
負
担
で
き
な
い
家

庭
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
「
学

ぶ
機
会
の
格
差
こ
そ
が
教
育
格

差
の
本
質
」
と
指
摘
し
た
。

　

小
宮
氏
自
身
、
経
済
的
に
困

難
な
家
庭
で
育
ち
、
苦
労
し
て

大
学
の
教
育
学
部
を
卒
業
し
た

が
、
就
職
氷
河
期
で
、
教
員
の

採
用
倍
率
も
極
め
て
高
い
時
代

で
、
正
規
の
教
員
に
な
る
こ
と

は
難
し
か
っ
た
。
映
像
制
作
の

仕
事
に
就
き
、
パ
レ
ス
チ
ナ
難

民
キ
ャ
ン
プ
や
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
を
取
材
し
た
経
験
に

よ
り
、「
自
分
も
人
の
役
に
立

つ
人
生
を
送
り
た
い
」
と
い
う

思
い
が
強
く
な
り
、
自
分
の
得

意
な
教
育
を
活
か
せ
る
無
料
塾

に
出
会
っ
た
と
語
っ
た
。

　

「
つ
ば
め
塾
」
と
い
う
名
前

に
は
、
巣
立
っ
た
つ
ば
め
が
古

巣
へ
帰
る
よ
う
に
、
卒
業
生
が

い
つ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

戻
り
、
次
の
世
代
を
支
え
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
お
り
、
今
で
は
、
そ
の
願
い

ど
お
り
、
大
学
生
や
社
会
人
に

な
っ
た
卒
業
生
も
子
ど
も
た
ち

を
支
え
て
く
れ
て
い
る
と
喜
び

を
語
っ
た
。

　

最
後
に
「
支
援
の
形
は
一
つ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
料
塾
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
あ

る
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
る
こ
と

も
社
会
を
変
え
る
一
歩
に
な
り

ま
す
」
と
訴
え
た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
は
、
グ
ル

ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会

（
新
宗
連
）
首
都
圏
総
支
部

（
本
山
一
博
会
長
）
主
催
の

「
教
化
活
動
懇
談
会
」
が
７
月

６
日
午
後
２
時
か
ら
、
東
京
・

代
々
木
の
新
宗
連
会
館
で
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
に
よ
り
開
か
れ

た
。
テ
ー
マ
は
「
各
教
団
の
霊

性
・
霊
感
に
つ
い
て
」。
４
月

17
日
に
続
く
２
回
目
の
開
催

で
、
千
勝
神
社
宮
司
の
千
勝
良

朗
氏
と
解
脱
会
教
務
局
長
の
木

崎
成
博
氏
が
講
演
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
団
に
お
け
る
霊
性
や
宗

教
体
験
、
信
仰
の
在
り
方
に
つ

い
て
語
っ
た
。
会
場
に
は
15
人

が
参
加
し
た
ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
全
国
の
総
支
部
な
ど
か

ら
約
50
人
が
参
加
し
た
。

　

教
化
活
動
懇
談
会
は
新

宗
連
結
成
65
周
年
に
当
た

る
２
０
１
６
（
平
成
28
）

年
、「
信
仰
心
を
広
め
よ

う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
具

体
化
す
る
事
業
と
し
て
始

ま
っ
た
。
加
盟
教
団
の
代

表
者
が
教
化
活
動
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
う
場
と
し
て
開
催

さ
れ
、
首
都
圏
総
支
部
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
活
動

を
続
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
実

績
を
踏
ま
え
、
新
宗
連
は
総
支

部
・
協
議
会
活
動
の
再
活
性
化

に
向
け
、
首
都
圏
総
支
部
の
取

り
組
み
を
モ
デ
ル
事
業
と
位
置

付
け
、
新
宗
連
企
画
委
員
会
に

よ
る
広
報
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

千
勝
氏
は
18
歳
の
時
に
祭
神

・
猿
田
彦
大
神
の
御
降
臨
を
受

け
た
体
験
を
紹
介
し
、「
多
く

の
人
を
救
う
た
め
、
そ
な
た
を

使
う
」「
金
で
動
い
て
は
な
ら

な
い
」「
真
心
を
も
っ
て
す
が

る
者
は
必
ず
救
う
」
と
の
神
示

を
受
け
た
こ
と
が
信
仰
の
原
点

に
な
っ
た
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
50
年
以
上
に
わ
た
り

多
く
の
相
談
に
向
き
合
っ
て
き

た
経
験
を
踏
ま
え
、
病
気
や
事

故
、
人
間
関
係
の
問
題
の
背
景

に
は
目
に
見
え
な
い
霊
的
な
世

界
が
関
わ
る
場
合
も
あ
る
と
説

明
。
日
頃
か
ら
感
謝
と
謙
虚
な

心
で
生
活
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
強
調
し
、「
信
仰
な
く
し
て

幸
せ
に
は
な
れ
な
い
。
正
し
い

信
仰
の
も
と
で
世
界
平
和
を
祈

る
と
と
も
に
、
苦
し
む
御
霊
に

も
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
、
発
題
し
た
木
崎
氏

は
「
霊
性
」
と
「
霊
感
」
の
違

い
に
つ
い
て
解
説
。
霊
性
は
人

間
の
生
き
方
や
心
の
在
り
方
を

示
す
精
神
性
で
あ
り
、
神
仏
や

宇
宙
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る

力
と
し
て
、
人
生
経
験
や
修

行
、
内
省
を
通
じ
て
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
説
明
し

た
。
一
方
、
霊
感
は
目
に
見
え

な
い
存
在
や
情
報
を
感
じ
取
る

能
力
で
、
生
ま
れ
持
っ
た
資
質

と
し
て
授
か
る
も
の
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　

そ
の
上
で
、「
霊
感
は
神
か

ら
授
か
っ
た
尊
い
能
力
で
は
あ

る
が
、
い
た
ず
ら
に
求
め
る
も

の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
解
脱

会
で
は
霊
感
よ
り
も
人
格
の
向

上
に
つ
な
が
る
霊
性
を
育
む
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
と
説
明
し

た
。

　

ま
た
、「
宗
教
即
生
活　

生

活
即
宗
教
」
の
教
え
に
触
れ
、

「
家
庭
や
職
場
そ
の
も
の
が
修

行
の
場
で
あ
り
、
日
々
の
生
活

の
中
で
宗
教
心
を
実
践
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
強
調
。
信
仰
の

目
的
を
「
人
格
の
向
上
」
と

「
共
存
共
栄
の
世
界
の
実
現
」

と
位
置
付
け
、「
世
の
た
め
人

の
た
め
に
無
私
で
尽
く
す
こ
と

が
、
自
ら
の
霊
性
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
」
と
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
会
祖
・
岡
野
聖
憲

師
（
金
剛
さ
ま
）
の
教
え
を
紹

介
し
、「
万
物
は
霊
魂
が
中
心

で
あ
り
、
す
べ
て
は
大
い
な
る

御
霊
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

す
る
世
界
観
を
説
明
。
人
と
の

出
会
い
や
人
生
で
経
験
す
る
出

来
事
は
、
神
が
霊
性
を
高
め
る

た
め
に
与
え
た
試
練
や
機
会
で

あ
り
、
喜
び
や
困
難
も
信
仰
を

深
め
る
契
機
に
な
る
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　

最
後
に
、
霊
性
を
高
め
る
実

践
と
し
て
、
①
天
茶
供
養
②
御

秘
法
お
浄
め
③
御
五
法
修
行
の

三
つ
の
修
行
法
を
紹
介
。「
日

々
の
祈
り
や
先
祖
供
養
、
自
己

を
省
み
る
実
践
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
心
を
磨
き
、
神
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

解
脱
会
の
基
本
姿
勢
」
と
説
い

た
。

　

講
演
後
に
は
、
同
教
務
局
次

長
の
岩
田
始
氏
が
「
お
浄
め
」

に
つ
い
て
補
足
説
明
を
行
い
、

人
の
心
を
透
明
な
器
に
例
え
、

「
心
が
曇
り
な
く
整
う
こ
と

で
、
本
来
備
わ
っ
て
い
る
霊
性

の
輝
き
が
そ
の
ま
ま
発
揮
さ
れ

る
」
と
解
説
し
た
。
ま
た
、
人

格
の
向
上
と
は
「
報
恩
感
謝
の

心
で
日
々
を
生
き
る
こ
と
」
で

あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
感
謝
を

実
践
す
る
こ
と
が
大
調
和
の
世

界
に
つ
な
が
る
と
の
考
え
を
示

し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
霊
性
を
高
め

る
た
め
の
日
々
の
実
践
に
つ
い

て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
木
崎

氏
は
、
天
茶
供
養
、
お
浄
め
、

月
１
回
の
御
五
法
修
行
な
ど
を

挙
げ
、「
神
に
感
謝
し
、
自
ら

を
正
し
て
い
く
こ
と
が
信
仰
者

と
し
て
の
基
本
」
と
述
べ
、
霊

性
を
磨
く
こ
と
の
大
切
さ
を
強

調
し
た
。

霊
性
・
霊
感
に
つ
い
て
2
教
団
か
ら
学
ぶ

千
勝
神
社
宮
司
と
解
説
会
教
務
局
長
が
講
演

会
場
の
ほ
か
に
も
オ
ン
ラ

イ
ン
で
全
国
の
総
支
部
か

ら
多
く
が
参
加
し
た

令
和
8
年
度
第
2
回
教
化
活
動
懇
談
会

首
都
圏
総
支
部

新 宗 連

【
新
宗
連 

諸
会
議
・
報
告
】 

力
久
委
員
長
を
再
任
、
今
年
度
事 

業
の
推
進
を
協
議 

�

政 

治 

委

　

政
治
委
員
会
（
政
治
委
、
力
久
道

臣
委
員
長
）
は
５
月
18
日
午
後
２
時

か
ら
、
第
33
期
第
８
回
委
員
会
、
ま

た
７
月
15
日
午
後
３
時
か
ら
、
第
34

期
第
１
回
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
、
新

宗
連
会
館
を
主
会
場
と
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
た
。

　

５
月
の
委
員
会
で
は
、
加
盟
教
団

か
ら
推
薦
さ
れ
た
第
34
期
の
政
治
委

員
の
構
成
を
共
有
し
た
ほ
か
、
協
議

事
項
で
は
、
信
教
の
自
由
委
員
会
と

合
同
で
提
出
を
予
定
す
る
「
靖
国
神

社
の
政
治
利
用
に
対
す
る
意
見
書
」

や
今
年
度
事
業
と
し
て
計
画
す
る
政

治
学
習
会
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

７
月
の
委
員
会
で
は
、
委
員
長
の

互
選
を
行
い
、
前
期
に
引
き
続
き
力

久
道
臣
委
員
を
委
員
長
に
選
出
し

た
。
政
治
委
員
会
の
役
割
等
を
改
め

て
確
認
し
た
後
、「
靖
国
神
社
の
政

治
利
用
に
対
す
る
意
見
書
」
の
内
容

や
提
出
時
期
、
今
年
度
事
業
の
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て
、
継
続
し
て
協
議

を
行
っ
た
。

鈴
木
委
員
長
を
再
任　

学
習
会
や 

意
見
書
に
つ
い
て
協
議 

�

信 

教 

委

　

信
教
の
自
由
委
員
会
（
信
教
委
、

鈴
木
裕
治
委
員
長
）
は
、
５
月
19
日

午
前
10
時
か
ら
第
33
期
第
７
回
委
員

会
、
７
月
16
日
午
後
２
時
か
ら
第
34

期
第
１
回
委
員
会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
新

宗
連
会
館
で
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ

り
開
催
し
た
。

　

５
月
の
委
員
会
で
は
、
信
教
の
自

由
や
政
教
分
離
を
巡
る
最
近
の
動
向

を
共
有
し
た
ほ
か
、「
靖
国
神
社
の

政
治
利
用
に
対
す
る
意
見
書
」
の
内

容
や
提
出
時
期
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。
委
員
か
ら
は
、
信
教
の
自
由

と
政
教
分
離
の
考
え
方
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
発
信
す
べ
き
と
の
意
見

や
、
近
年
の
靖
国
神
社
を
巡
る
政
治

利
用
を
踏
ま
え
、
内
容
を
整
理
す
べ

き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
提
出
時

期
は
終
戦
の
日
に
限
定
せ
ず
、
秋
季

例
大
祭
前
も
視
野
に
検
討
を
続
け
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　

７
月
の
委
員
会
で
は
、
鈴
木
裕
治

委
員
長
を
再
任
す
る
と
と
も
に
、
意

見
書
や
９
月
10
日
開
催
予
定
の
「
信

教
の
自
由
」
学
習
会
及
び
懇
談
会
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

田
澤
委
員
長
を
再
任　

第
38
回
教 

団
人
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
協
議 

�

企 

画 

委

　

企
画
委
員
会
（
企
画
委
、
田
澤
清

喜
委
員
長
）
は
５
月
22
日
午
後
２
時

か
ら
第
33
期
第
７
回
委
員
会
、
７
月

13
日
午
後
３
時
か
ら
第
34
期
第
１
回

委
員
会
を
新
宗
連
会
館
と
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
に
よ
り
開
催
し
た
。

　

５
月
の
委
員
会
で
は
、
第
38
回
教

団
人
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
日
程
や
テ
ー

マ
、
講
師
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
協
議
の
結
果
、
テ
ー
マ

は
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
軸
に
検
討

を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

７
月
の
委
員
会
で
は
、
田
澤
清
喜

委
員
長
を
再
任
す
る
と
と
も
に
、

「
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
設
立
の

意
義
」
を
改
め
て
確
認
し
、
新
宗
連

の
役
割
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。　

　

ま
た
、
第
38
回
教
団
人
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
日
時
を
10
月
６
日
午
後
３
時

（
理
事
会
終
了
後
）
か
ら
と
す
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

令
和
７
年
度
決
算
書
案
に 

つ
い
て
協
議 

�

会 

計 

委

　

会
計
委
員
会
は
５
月
23
日
午
後
１

時
半
か
ら
、
新
宗
連
会
館
と
オ
ン
ラ

イ
ン
の
併
用
に
よ
り
第
33
期
第
６
回

会
計
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

令
和
７
年
度
事
業
報
告
書
案
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
同
報
告
書

案
に
基
づ
き
、
同
年
度
決
算
報
告
書

案
に
つ
い
て
協
議
。
６
月
９
日
開
催

の
理
事
会
に
提
出
す
る
決
算
報
告
書

原
案
を
確
認
し
た
。

八
王
子
つ
ば
め
塾
の

小
宮
氏
が
講
演
を
行

っ
た

地
域
で
子
ど
も
育
む
社
会
を

四
国
総
支
部
学
習
会

ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
６
㏌
足
利

無
料
塾
の
活
動
を
学
ぶ

足
利
学
校
・
鑁
阿
寺
の
見
学
も

「すべてのいのちを尊ぶ世界」の実現を―世界各地の紛争等の平和的解決を祈念いたします （50音順）



2026年（令和8年）７月２４日（金曜日）（3） 第115７号
　

解
脱
会
（
岡
野
英
祥
法
主
）

は
５
月
10
日
午
前
11
時
か
ら
、

埼
玉
県
北
本
市
の
御
霊
地
で

「
第
１
８
８
回
春
季
大
祭
」
を

挙
行
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
東
京
教
区

を
中
心
と
し
た
鼓
笛
隊
が
御
霊

地
で
演
奏
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。

続
い
て
、
国
旗
、
本
部
旗
、
青

年
部
旗
、
全
国
支
部
旗
が
入
場

し
た
。

　

開
式
の
辞
に
続
き
、
国
歌
及

び
「
大
祭
の
歌
」
の
斉
唱
、
礼

拝
行
事
が
行
わ
れ
た
。
解
脱
金

剛
尊
者
（
岡
野
聖
憲
会
祖
）
の

　

善
隣
教
（
力
久
道
臣
教
主
）

は
５
月
17
・
20
日
の
両
日
、
福

岡
県
筑
紫
野
市
の
本
庁
聖
堂
で

「
み
声
」（
録
音
）
が
流
れ
る

と
、
会
場
は
厳
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　

会
員
代
表
者
に
よ
り
萬
霊
供

養
の
本
証
を
納
め
た
「
お
み
た

ま
櫃
」
が
奉
持
さ
れ
、
萬
霊
魂

祭
塔
前
に
恭
し
く
参
進
。
同
塔

前
に
安
置
後
、
青
年
部
、
女
子

部
員
に
よ
る
献
華
・
献
天
茶
、

献
茶
が
行
わ
れ
、
参
列
者
一
同

で
「
萬
霊
大
供
養
」
を
厳
修
し

た
。

　

次
に
、
岡
野
孝
行
法
嗣
が
式

辞
に
立
ち
、
２
年
後
の
立
教
１

０
０
年
に
向
け
た
記
念
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
会
員
か
ら
公
募
し

た
結
果
、「
あ
り
が
と
う

１
０
０
年
、
つ
な
げ
て
い

こ
う
２
０
０
年
」
に
決
定

し
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
14
日
か
ら

20
日
に
、
新
日
本
宗
教
青

年
会
連
盟
主
催
の
「
青
年

平
和
調
査
団
」
と
し
て
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
に
訪
問
し
た
こ
と

を
報
告
。
２
０
０
１
（
平

成
13
）
年
の
米
国
同
時
多

発
テ
ロ
の
現
場
で
慰
霊
を

「
立
教
79
年
記
念
大
祭
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
と
併
用
し
て
執

り
行
っ
た
。

　

両
日
と
も
午
前
10
時
か
ら
行

わ
れ
た
。
開
会
宣
言
に
続
き
、

全
国
の
教
会
旗
が
献
上
さ
れ
、

「
神
む
す
び
祈
願
の
証
」「
写

経
」
を
献
上
。
続
い
て
「
立
教

　

大
和
教
（
保
積
敬
子
教
祖
）

は
５
月
10
日
午
前
11
時
か
ら
、

宮
城
県
塩
釜
市
の
大
和
教
本
廳

で
「
令
和
８
年
度
春
季
例
大

祭
」
を
斎
行
し
た
。
同
大
祭
は

自
然
災
害
か
ら
の
国
土
復
興
を

祈
念
す
る
祭
り
で
も
あ
る
。

　

開
式
に
先
立
ち
、
保
積
敬
子

教
祖
が
、
東
北
大
学
教
授
の
川

島
隆
太
氏
に
よ
る
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
デ

ジ
タ
ル
端
末
の
過
度
な
使
用
が

　

神
恩
教
（
夏
目
由
美
子
教

主
）
は
５
月
24
日
午
前
11
時
か

ら
、
東
京
都
墨
田
区
の
神
恩
神

社
で
「
令
和
８
年
春
季
大
祭
」

を
斎
行
し
た
。
新
緑
の
さ
わ
や

か
な
季
節
の
も
と
、
信
徒
ら
が

参
列
し
、
平
安
と
世
界
の
安
寧

を
祈
願
し
た
。

　

祭
典
で
は
、
開
式
の
太
鼓
、

開
式
の
辞
の
後
、
夏
目
由
美
子

教
主
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

行
い
、
テ
ロ
や
戦
争
に
関
す
る

資
料
館
を
見
学
し
た
際
、「
自

国
の
正
義
の
た
め
に
他
国
の
正

義
を
踏
み
に
じ
る
こ
と
が
許
さ

れ
る
の
か
」
と
自
問
し
た
こ
と

を
振
り
返
っ
た
。

　

そ
の
上
で
、
解
脱
金
剛
尊
者

の
「
自
分
を
磨
き
、
神
様
の
み

心
に
近
づ
く
こ
と
だ
け
を
心
掛

け
て
い
れ
ば
良
い
」
と
の
言
葉

を
紹
介
。
人
間
は
、
誠
実
に
生

き
よ
う
と
願
い
な
が
ら
も
傲
慢

さ
や
欲
望
に
心
を
曇
ら
さ
れ
る

時
が
あ
る
と
述
懐
し
、「
金
剛

様
の
み
教
え
を
学
び
、
日
々
神

心
に
近
づ
け
る
よ
う
な
生
き
方

を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
」
と

述
べ
た
。

　

続
い
て
、
岡
野
英
夫
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
。「
萬

霊
魂
祭
塔
」
で
の
萬
霊
大
供
養

の
意
義
と
立
塔
の
由
来
を
解

説
。
解
脱
金
剛
尊
者
の
「
世
を

益
し
、
人
を
益
す
一
切
の
有
縁

無
縁
諸
々
の
精
霊
を
慰
む
る
た

め
に
こ
の
塔
を
建
立
し
た
」
と

の
言
葉
を
引
き
、「
霊
を
慰

め
、
恨
み
の
心
を
浄
化
す
る
敬け

い

虔け
ん

な
祈
り
や
真
心
か
ら
の
供
養

が
絶
対
に
必
要
」
と
教
示
し

た
。

　

ま
た
、
命
を
い
た
だ
い
た
神

恩
に
感
謝
す
る
た
め
、「
人
間

最
大
の
礼
節
で
あ
る
祭
祀
を
さ

子
ど
も
の
発
達
に
及
ぼ
す
影
響

を
検
証
し
た
論
文
を
紹
介
。
参

列
し
た
政
治
家
や
保
護
者
に
関

心
を
持
つ
よ
う
呼
び
か
け
た
。

　

大
祭
は
新
宗
連
の
「
祈
り
の

こ
と
ば
」
の
唱
和
に
続
き
、
中

村
望
祭
典
委
員
長
が
開
会
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。
こ
の
後
、
斎

主
の
保
積
教
祖
と
斎
員
が
入
場

し
、
国
歌
斉
唱
、
斎
主
一
拝
の

礼
、「
祓
詞
」
奏
上
、
大
幣
祓

い
の
儀
が
修
さ
れ
た
。

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
万
物
の

霊
長
で
あ
る
人
間
の
当
然
の
義

務
」
と
述
べ
、「
萬
霊
魂
祭
塔

の
立
塔
の
精
神
を
魂
に
刻
み
、

相
手
を
思
い
や
る
真
の
人
生
を

歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
後
、
北
本
市
の
三
宮
幸

雄
市
長
と
新
日
本
宗
教
団
体
連

合
会
（
新
宗
連
）
の
石
倉
寿
一

理
事
長
（
当
時
）
が
祝
辞
を
述

べ
た
。
石
倉
理
事
長
は
、「
数

多
の
諸
霊
へ
の
供
養
や
神
仏
へ

の
感
謝
が
、
家
庭
、
社
会
、
国

家
の
安
寧
に
繋
が
る
」
と
語
っ

た
。
一
方
で
、
世
界
各
地
の
戦

争
や
紛
争
に
よ
り
貴
い
命
が
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
憂
慮

し
、「
対
話
と
信
頼
に
根
差
し

た
平
和
が
築
か
れ
る
こ
と
を
祈

り
続
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
」

　

斎
主
と
斎
員
が
護
摩
壇
に
対

座
し
、
斎
主
が
春
季
大
祭
の
祝

詞
を
奏
上
し
た
後
、
護
摩
祈
祷

を
行
い
、
心
願
成
就
や
特
別
祈

願
、
開
運
成
功
、
家
内
安
全
な

ど
を
祈
念
し
た
。
続
い
て
金
幣

拝
戴
が
修
せ
ら
れ
、
保
積
堯
長

副
管
長
が
堂
内
を
巡
っ
て
金
幣

を
振
り
、
参
列
者
に
神
徳
を
授

け
た
。
玉
串
奉
奠
で
は
斎
主
に

続
き
教
団
役
員
、
来

賓
、
一
般
参
列
者
が
順

に
玉
串
を
捧
げ
た
。

　

祭
儀
終
了
後
は
祝
電

披
露
、
来
賓
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
保
積
教
祖
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

「
大
神
様
の
お
言
葉
」

を
伝
え
た
。「
お
言

葉
」
で
は
国
の
盛
衰
や

個
人
の
幸
不
幸
、
成
功

不
成
功
は
一
人
ひ
と
り
の
心
の

在
り
方
か
ら
生
じ
る
と
説
き
、

心
を
磨
き
人
格
を
高
め
、
世
の

中
に
貢
献
で
き
る
学
び
の
道
が

信
仰
で
あ
る
と
示
し
た
。
ま

た
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
踏

ま
え
た
生
き
方
の
大
切
さ
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
皇
室
を
敬
う

日
本
人
と
し
て
の
在
り
方
、
認

識
不
足
や
独
断
に
陥
っ
た
政
治

萬
霊
大
供
養
の
意
義
を
説
く
岡
野
理
事
長

祝
詞
を
奏
上
し
、神
前
に
祈
り
を

捧
げ
る
信
徒
ら

善隣教

解脱会

100
年
に
感
謝
、

�

200
年
に
誓
い
を

大和教

心
磨
き
人
格
高
め
、

貢
献
で
き
る
信
仰
を

建
立
記
念
祭

白
　
金

龍
昇
宮

開
祖
の
志
を
継
ぎ
、皆
共
に

神恩教

世
界
の
安
寧
と

�

平
和
を
祈
願

の
地
の
御
神
火
」

と
「
立
教
の
地
御

神
水
」
が
献
上
さ

れ
た
。

　

力
久
道
臣
教
主
に
よ
り
内
陣

で
「
救ぐ

世せ
い

源げ
ん

霊れ
い

の
炎
」
と
「
立

教
の
地
御
神
火
」
が
妙
合
さ

れ
、
本
庁
教
師
に
よ
っ
て
「
大

祭
御
神
火
」
が
十
字
灯
明
に
点

火
さ
れ
た
。
続
い
て
「
大
祭
御ご

神し
ん

瑞す
い

」
が
妙
合
さ
れ
る
と
、
力

久
教
主
が
祭
文
を
奏
上
、
力
久

教
主
の
御
開
顕
呼
び
掛
け
に
よ

り
、
荘
厳
な
光
が
放
た
れ
る

中
、「
御ご

神し
ん

尊ぞ
ん

様さ
ま

（
力
久
辰
齋

教
祖
）」
の
「
御み

す
が
た

神
像
御
開

顕
」
が
行
わ
れ
、
参
列
者
は
御み

慈ひ
か
り光
を
授
か
り
、
感
謝
の
祈
り

を
捧
げ
た
。

　

こ
の
後
、
力
久
教
主
が
「
青

白
ヌ
サ
の
散
華
」
を
行
い
、
場

内
を
一
周
し
、「
御
慈
光
照

射
」
を
行
っ
た
。「
捨
身
誓
願

の
松
」
奉
奠
が
行
わ
れ
、
礼

拝
、
祭
典
を
終
了
し
た
。

　

午
前
11
時
か
ら
は
祝
賀
式
が

催
さ
れ
、
武
廣
茂
樹
理
事
長
が

式
辞
、
信
徒
代
表
の
教
会
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

力
久
教
主
が
御
親
教
に
立

ち
、「
重
大
発
表
」
と
し
て
、

来
年
迎
え
る
御
神
尊
様
の
御ご

神し
ん

化げ

（
御
帰
幽
）
50
年
と
立
教
80

年
を
目
指
し
、
御
神
尊
様
が
修

行
し
た
五ご

ケか

山や
ま

御
行
場
（
福
岡

県
那
珂
川
市
）
で
50
日
間
の
大

行
を
厳
修
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
善
隣
教
大
誓
願
「
善
隣
の

園
顕
現
」
と
「
神
む
す
び
」

「
神
縁
む
す
び
」
の
施
愛
徳
行

の
実
践
で
「
お
つ
な
ぎ
一
千
軒

達
成
」
の
た
め
、「
御
神か

尊み

の

ご
神
力
が
善
隣
信
徒
に
、
あ
ま

ね
く
注
が
れ
る
こ
と
を
願
い
祈

念
行
に
徹
す
る
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

夏
目
教
主
は
「
ち
ょ
っ
と
お
天

気
が
心
配
で
し
た
け
ど
、
晴
れ

ま
し
た
ね
」
と
笑
顔
で
語
り
、

「
春
の
大
祭
は
新
緑
の
頃
で
、

一
番
い
い
時
期
。
今
日
の
良
き

日
に
春
の
大
祭
を
行
う
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と

述
べ
た
。

　

ま
た
、「
秋
の
大
祭
も
元
旦

祭
も
、
い
つ
も
雨
や
風
に
当
た

ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
」

と
語
り
、
穏
や
か
な
天
候
の

も
と
で
祭
典
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
へ
の
感
謝
を
示
し
た
。

　

こ
の
後
、
夏
目
教
主
が
内

陣
に
座
し
、
参
列
者
一
同
で

祝
詞
を
奏
上
。
続
い
て
修

祓
、「
春
季
大
祭
祝
詞
」
奏

上
、
御
神
酒
の
下
賜
、
玉
串

奉
奠
が
行
わ
れ
、
参
列
者
一

同
が
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

直
会
で
は
、
世
界
情
勢
の

安
定
と
平
和
へ
の
願
い
が
語

ら
れ
、
和
や
か
な
交
流
の
ひ

と
と
き
が
続
い
た
。　

家
へ
の
苦
言
も
呈
し
た
。

　

「
大
神
様
の
お
言
葉
」
を
伝

え
た
後
、
保
積
教
祖
は
「
ど
な

た
さ
ま
も
『
大
神
様
の
お
言

葉
』
を
し
っ
か
り
と
心
に
と
め

て
、
大
神
様
の
御
心
に
背
く
こ

と
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
後
、
５
月
の
「
母
の

日
」
に
ち
な
み
、
教
団
の

「
母
」
と
慕
わ
れ
る
保
積
教
祖

に
信
徒
か
ら
感
謝
の
花
束
が
贈

ら
れ
た
。
続
く
直
会
で
は
、
参

列
者
同
士
が
親
睦
を
深
め
、
和

や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。

「
大
神
様
の
お
言
葉
」を
伝
え
る
保
積
教
祖

眞
塩
教
主
を
導
師
に
、「
般
若

心
経
」
を
読
誦
す
る
参
列
者

信
徒
総
会
で
、「
地
霊
祭
」
斎
行

を
発
表
す
る
加
納
院
長

安
食
祭
司
長
が
導
師
を
務
め

参
列
者
と
と
も
に
読
経

戦
没
者
う
ら
盆
供
養
で
あ
い
さ
つ

に
立
つ
宮
本
會
長

祭
司
長
は
、「
本
年
も
信

徒
各
家
庭
の
ご
先
祖
を
供

養
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

先
祖
供
養
と
は
、『
あ
な

た
た
ち
の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ

ん
。
あ
な
た
た
ち
が
頑
張
っ
て

く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は

今
こ
こ
に
い
ま
す
』
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
行
う
も

の
。
そ
の
姿
が　

次
の
世
代
へ

と
家
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
に

な
る
」と
述
べ
、先
祖
を
敬
い
、

命
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

心
の
重
要
性
を
説
い
た
。

　

最
後
に
、
参
列
者
一
人
ひ
と

り
が
焼
香
し
て
先
祖
へ
の
感
謝

を
捧
げ
、
希
望
者
に
は
「
守
護

仏
」
が
授
与
さ
れ
た
。

非
戦
と
平
和
を
祈
念
妙
智
會
教
団

　

七
曜
会
（
本
部
＝
東
京
都

渋
谷
区
、
眞
塩
陽
一
郎
教

主
）
は
６
月
20
日
午
前
11
時

半
、
東
京
都
中
野
区
の「
白

金
龍
昇
宮
」
で
建
立
記
念
祭

を
執
り
行
っ
た
。

　

白
金
龍
昇
宮
は
、
開
祖
・

溝
上
恵
照
師
が
１
９
５
１

（
昭
和
26
）
年
６
月
、
中
野

区
城
山
町
（
当
時
）
に
現
れ

た
白
蛇
を
国
土
の
神
と
し
て

祀
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

同
宮
に
は
日
月
火
水
木
金
土

の
「
七
曜
の
心
霊
」
も
祀
ら

れ
て
お
り
、
世
界
平
和
と
人
類

の
幸
福
、
国
家
の
安
泰
を
祈
る

場
と
し
て
、
今
日
ま
で
毎
年
建

　

加
納
太
霊
教
院
（
加
納
理ま

さ
た
か孝

院
長
）
は
６
月
28
日
午
後
１
時

か
ら
、
北
海
道
深
川
市
の
太
霊

殿
で
「
開
基
１
１
７
周
年
・
教

祖
祭
典
」を
厳
粛
に
斎
行
し
た
。

こ
の
祭
典
は
、
教
祖
・
加
納

包ほ
う
き
ゅ
う球

師
の
誕
生
日
（
１
８
６

５
年
６
月
15
日
）
を
祝
う
と
と

も
に
、
教
え
を
継
承
し
た
歴
代

院
長
の
遺
徳
を
た
た
え
、
そ
の

恩
徳
に
感
謝
を
捧
げ
る
祭
典
。

　

祭
典
で
は
、
加
納
理
孝
院
長

が
斎
主
を
務
め
、「
教
祖
祭
典

祝
詞
」
を
奏
上
。
続
い
て
参
会

者
一
同
が
「
礼
拝
之
詞
」「
病

気
平
癒
祈
願
詞
」
を
奉
読
し
、

　

妙
智
會
教
団
（
宮
本
惠
司
會

長
）
は
７
月
14
日
午
後
１
時
か

ら
、
東
京
都
千
代
田
区
の
国
立

・
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
で

「
戦
没
者
う
ら
盆
供
養
」
を
厳

修
し
た
。
同
供
養
は
墓
苑
創
建

の
翌
年
で
あ
る
１
９
６
０
（
昭

和
35
）
年
か
ら
毎
年
続
け
ら
れ

て
お
り
、
戦
没
者
を
慰
霊
す
る

と
と
も
に
、
絶
対
非
戦
と
世
界

平
和
の
実
現
を
祈
る
法
要
と
し

て
営
ま
れ
て
い
る
。

　

戦
没
者
の
遺
骨
を
納
め
る
六

立
記
念
祭
が
営
ま
れ
て
い
る
。

現
在
の
社
殿
は
１
９
９
３
（
平

成
５
）
年
に
建
て
替
え
ら
れ

た
。

　

祭
典
で
は
、
御
神
酒
や
供
物

が
供
え
ら
れ
た
神
前
で
、
眞
塩

陽
一
郎
教
主
を
導
師
に
参
列
者

が
「
七
曜
の
信
条
」「
光
明
の

道
」
を
奉
唱
し
、「
般
若
心

経
」
を
読
誦
。
こ
の
後
、
眞
塩

教
主
に
続
き
参
列
者
一
人
ひ
と

り
が
拝
礼
し
、祈
り
を
捧
げ
た
。

　

祭
典
後
は
直
会
を
開
催
し

た
。
眞
塩
教
主
は
あ
い
さ
つ
の

中
で
、
開
祖
で
あ
る
祖
母
・
溝

上
師
と
、
母
で
先
代
教
主
の
眞

塩
慈
照
師
の
思
い
出
を
語
り
、

そ
の
遺
徳
を
偲
ん
だ
。
そ
の
上

で
、
教
団
創
立
当
時
を
知
る
会

員
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

に
触
れ
、「
開
祖
は
家
庭
の
主

婦
で
あ
っ
た
が
、
突
然
の
啓
示

を
受
け
て
宗
教
者
の
道
に
入

り
、
多
く
の
人
々
の
悩
み
に
耳

を
傾
け
、
お
不
動
さ
ま
の
お
声

を
伝
え
て
き
た
」
と
紹
介
。
ま

た
、「
開
祖
は
一
代
で
七
曜
会

を
終
え
て
も
よ
い
と
考
え
て
い

た
が
、
白
金
龍
昇
宮
や
伊
勢
原

の
万
国
忠
霊
塔
な
ど
、
受
け
継

ぐ
べ
き
も
の
が
あ
る
。
母
か
ら

私
へ
と
引
き
継
が
れ
た
ご
縁
を

大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ

ん
と
と
も
に
七
曜
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

立教80年を目指し
50日間の大行厳修

と
結
ん
だ
。

　

式
典
後
の
直
会
で
は
、
鏡
開

き
と
参
列
者
全
員
で
盛
大
な
乾

杯
に
続
き
、「
こ
ど
も
山
車
巡

行
」
や
「
青
年
部
Ｐ
Ｒ
」
な
ど

が
行
わ
れ
た
。来

年
の
立
教
80
年
へ

向
け
、
50
日
間
の
大

行
厳
修
を
発
表
す
る

力
久
教
主

七曜会

加納太霊教院

開基117周年・教祖祭典
先代院長の願い胸に、10月から「地霊祭」

　

大
和
之
宮
（
安
食
克
己
代
表

役
員
代
務
者
）
は
７
月
12
日
午

前
10
時
か
ら
、
山
形
県
山
形
市

の
本
部
で
「
第
37
回
光
ま
つ

り
」
を
斎
行
し
た
。

　

祭
儀
で
は
、
信
徒
会
館
３
階

の
広
間
に
阿
弥
陀
如
来
、
釈
迦

如
来
、
寿
光
観
世
音
菩
薩
を
祀

り
、
安
食
克
彦
祭
司
長
が
導
師

を
務
め
た
。
参
列
者
と
と
も
に

読
経
し
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中

で
先
祖
供
養
の
祈
り
を
込
め

た
。

　

祭
儀
後
の
あ
い
さ
つ
で
安
食

基
１
２
０
周
年
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
建
立
か
ら
30
年

が
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
た
高

さ
９
㍍
の
大

お
お
の
ぼ
り幟

４
対
を
、
篤
信

者
の
奉
納
に
よ
り
新
調
し
た
こ

と
も
報
告
し
た
。

　

最
後
に
、
網
走
郡
美
幌
町
の

篤
信
者
（
90
）
が
「
神
様
の
お

陰
で
免
許
更
新
も
済
み
、
２
１

７
㌔
を
４
時
間
か
け
て
運
転
し

て
き
ま
し
た
。
次
の
お
祭
り
で

も
皆
様
に
会
え
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語

る
と
、
会
場
は
温
か
な
拍
手
に

包
ま
れ
た
。

　

祭
典
は
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
ら
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

し
た
。

玉
串
を
奉
っ
て
教
祖
へ
の
感
謝

と
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

祭
典
後
の
信
徒
総
会
で
は
、

加
納
院
長
が
今
年
10
月
か
ら
秋

の
例
祭
と
し
て
「
地
霊
祭
」
を

斎
行
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ

は
、
先
代
院
長
・
加
納
包
靖
氏

が
生
前
、「
信
者
が
太
霊
神
の

恩
恵
に
感
謝
す
る
時
間
と
場
所

を
提
供
し
た
い
」
と
願
っ
て
い

た
遺
志
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
、

25
年
祭
に
合
わ
せ
て
開
か
れ
た

信
徒
総
会
で
実
施
が
承
認
さ
れ

た
。
今
年
か
ら
は
４
月
、
６

月
、
10
月
の
年
３
回
、
例
祭
を

斎
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
３
年
後
に
迎
え
る
開

第
37
回
光
ま
つ
り
を
斎
行

戦
没
者
う
ら
盆
供
養

大
和
之
宮

先
祖
へ
の
感
謝
、次
世
代
へ

角
堂
正
面
と
増
設
納
骨
室
前
に

は
、
ほ
お
ず
き
や
季
節
の
花

々
、
供
物
が
供
え
ら
れ
、
青
年

部
員
16
人
に
よ
る
献
灯
・
献
華

・
献
供
の
儀
が
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
た
。

　

宮
本
惠
司
會
長
は
「
ご
祈

願
」
の
中
で
、
宮
本
ミ
ツ
會
主

が
「
戦
没
者
の
ご
成
仏
な
く
し

て
、
平
和
は
な
い
の
で
す
」
と

教
示
し
、
宮
本
丈
靖
大
導
師
が

「
正
し
い
戦
争
は
な
い
。
真
の

平
和
は
心
の
平
和
の
上
に
築
か

れ
る
」
と
説
い
て
き
た
こ
と

を
紹
介
。
本
年
新
た
に
１
９

３
柱
が
墓
苑
に
納
め
ら
れ
、

創
建
以
来
の
奉
安
数
が
37
万

１
１
６
７
柱
と
な
っ
た
こ
と

に
も
触
れ
、
一
人
で
も
多
く

の
人
を
お
導
き
し
、
世
界
平

和
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
を

誓
っ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
宮
本

會
長
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
や
中
東
情
勢
な
ど

世
界
各
地
で
紛
争
が
続
く
現

状
に
触
れ
、「
生
活
に
追
わ

れ
、
社
会
に
追
わ
れ
、
私
ど
も

は
つ
い
平
和
に
対
す
る
願
い
、

祈
り
と
い
う
も
の
が
薄
れ
て
し

ま
う
。
今
日
の
よ
う
な
こ
の
尊

い
式
典
の
中
で
、
も
う
一
度
、

平
和
に
対
す
る
思
い
を
強
め

る
。
そ
れ
が
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
上
で
、「
妙
法
蓮
華
経

常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
」
に
説

か
れ
る
常
不
軽
菩
薩
の
修
行
を

紹
介
。「
常
不
軽
菩
薩
さ
ま

は
、
石
を
投
げ
ら
れ
て
も
、
石

を
投
げ
返
す
こ
と
は
な
さ
ら
な

か
っ
た
。
相
手
が
暴
力
を
ふ
る

っ
て
も
、
ご
自
分
は
合
掌
し

て
、
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
た
」

と
説
明
し
、「
離
れ
る
と
い
う

こ
と
は
逃
げ
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
場
に
い
て
、
争

い
が
絶
え
な
け
れ
ば
離
れ
る
こ

と
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
我

々
は
常
不
軽
菩
薩
さ
ま
か
ら
教

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

す
」
と
説
い
た
。

　

結
び
に
、「
先
祖
供
養
、
お
導

き
。
こ
の
二
つ
の
修
行
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
我
々
は
常
不

軽
菩
薩
さ
ま
の
よ
う
な
心
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、

日
々
の
実
践
を
促
し
た
。

　

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
千
鳥

ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
の
保

松
秀
次
郎
理
事
長
は
、
妙
智
會

教
団
の
慰
霊
供
養
に
謝
意
を
表

し
、
若
い
世
代
へ
の
理
解
促
進

に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

な
お
、
当
日
午
前
に
は
妙
智

會
教
団
本
部
（
東
京
都
渋
谷

区
）
で「
本
部
う
ら
盆
供
養
」が

営
ま
れ
、
先
祖
供
養
と
世
界
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。
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日
本
宗
教
連
盟
（
日
谷
照
應

理
事
長
）
は
６
月
22
日
午
後
１

時
か
ら
、
創
立
80
周
年
記
念
式

典
を
東
京
・
代
々
木
の
国
立
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

式
典
は
田
中
恆
清
理
事
の
開

会
の
辞
に
続
き
、
石
倉
寿
一
理

事
が
世
界
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
て
「
平
和
の
祈
り
」
を
捧
げ

た
。

　

石
倉
理
事
は
、「
私
た
ち
宗

　

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
は
６
月

27
日
、「
人
間
の
尊
厳
の
回
復

を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
、
平
和

大
学
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
た
。

　

戸
松
義
晴
理
事
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
金
子
昭
・
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
平
和
研
究
所
所
員
が
基

調
発
題
。
戦
争
や
紛
争
は
人
間

の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
「
人
道

に
対
す
る
罪
」
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ

兵
器
の
発
達
に
よ
る
人
命
へ
の

感
覚
の
希
薄
化
に
も
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。
ま
た
、「
人
間
の
尊

支
援
の
現
場
で
注

目
さ
れ
る「
伴
走
」

　

対
人
援
助
の
世
界
で

は
、
近
年
、
伴
走
型
支

援
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

っ
て
い
る
。
伴
走
型
支
援
と
は

「
生
活
困
難
者
が
自
立
し
、
暮

ら
し
が
安
定
す
る
ま
で
継
続
し

て
行
う
支
援
」
を
意
味
し
、

「
経
済
的
な
困
窮
や
家
族
内
の

問
題
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
不

安
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
整
理
し
、
行
政
機

関
、
病
院
、
弁
護
士
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
が
実
施
し
て
い
る
支
援
策

を
活
用
し
て
生
活
の
再
建
を
目

指
す
支
援
」
と
定
義
さ
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
伴
走
が
重
要
に
な

る
の
か
。
そ
れ
は
お
金
や
モ
ノ

の
支
援
だ
け
で
は
問
題
は
解
決

せ
ず
、
関
係
の
支
援
が
不
可
欠

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

だ
。

　

業
な
り
わ
い

と
家
族
を
土
台
に
し
た

　

宗
教
者
災
害
支
援
連
絡
会

（
宗
援
連
、
稲
場
圭
信
代
表
）

は
５
月
２
日
午
後
１
時
半
か

ら
、
東
京
都
千
代
田
区
の
真
如

苑
友
心
院
で
15
周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
宗
教
者
に
よ
る
災

害
支
援
の
軌
跡
と
未
来
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
た
。

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な

ど
の
支
援
に
携
わ
っ
た
宗
教
者

が
発
題
し
、
被
災
地
支
援
の
経

験
や
超
宗
派
連
携
の
意
義
を
語

り
合
っ
た
。

　

九
州
臨
床
宗
教
師
会
会
長
の

吉
尾
天
声
氏
は
熊
本
地
震
で
実

践
し
た
傾
聴
活
動
「
カ
フ
ェ
・

デ
・
モ
ン
ク
」
を
紹
介
し
、

「
安
心
し
て
話
せ
る
場
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
」
と
強
調
。

「
説
く
よ
り
聴
く
」
が
支
援
の

原
点
だ
と
語
っ
た
。

　

終
戦
か
ら
80
年
を
経
た
今
、

宗
教
と
国
家
の
関
係
、
そ
し
て

信
教
の
自
由
の
意
義
を
改
め
て

問
い
直
す
動
き
も
広
が
っ
て
い

る
。
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究

所
の
金
子
昭
教
授
は
、
先
ご
ろ

刊
行
し
た
『
近
代
日
本
国
家
と

天
理
教
の
時
局
対
応
』（
法
藏

館
）
で
、
戦
前
の
天
理
教
教
団

が
国
家
と
の
関
係
の
中
で
ど
の

よ
う
な
歩
み
を
た
ど
っ
た
の
か

を
考
察
し
て
い
る
。
本
書
の
内

容
と
執
筆
に
込
め
た
思
い
を
紹

介
す
る
。

　

本
書
は
、
１
９
４
５
年
の
終

戦
か
ら
80
年
を
迎
え
た
２
０
２

５
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
戦
後
80

年
間
、
日
本
は
曲
が
り
な
り
に

も
国
民
主
権
の
民
主
主
義
的
国

家
と
し
て
、
平
和
の
歩
み
を
続

け
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
１
９
４

５
年
以
前
の
80
年
間
は
、
日
本

は
天
皇
主
権
の
帝
国
主
義
的
国

家
と
し
て
、
幾
度
も
戦
争
を
繰

り
返
し
て
き
た
。
本
書
は
、
こ

の
戦
前
80
年
間
の
後
半
約
40
年

間
に
お
け
る
天
理
教
教
団
の
時

局
対
応
の
歴
史
に
つ
い
て
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

　

明
治
以
来
、
政
府
当
局
か
ら

絶
え
ず
迫
害
や
干
渉
を
受
け
て

き
た
天
理
教
は
、
布
教
公
認
を

得
る
こ
と
が
悲
願
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
教
派
神
道
に
所
属

し
て
「
公
認
宗
教
団
体
」
と
な

は
、
宗
教
教
団
と
り
わ
け
新
宗

教
教
団
は
当
局
の
管
理
と
統
制

の
下
、
本
来
の
教
え
の
眼
目
た

る
平
和
主
義
や
人
道
主
義
を
自

由
に
説
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
新
宗
教
が
息
を
吹
き
返
す

た
め
に
は
、
敗
戦
と
と
も
に
国

家
主
義
が
崩
壊
し
、
日
本
が
平

和
国
家
に
な
る
ま
で
待
た
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
真
の
意
味
で

信
教
の
自
由
が
あ
る
平
和
な
時

代
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ど
の
宗
教

も
伸
び
伸
び
と
教
え
を
説
く
こ

と
が
で
き
る
。
激
動
の
時
代
の

天
理
教
教
団
史
の
検
証
の
中
か

ら
、
こ
の
貴
重
な
歴
史
的
教
訓

を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
る
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
か
ね
こ
・
あ

き
ら
／
１
９
６
１
年
、
奈
良
県
天

理
市
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
修
了
。
博
士

（
哲
学
）。
天
理
大
学
お
や
さ
と
研

究
所
教
授
。
専
門
は
倫
理
学
、
哲

学
的
人
間
学
、
宗
教
社
会
福
祉

論
。
主
な
著
書
に
『
天
理
人
間
学

総
説
―
―
新
し
い
宗
教
的
人
間
知

を
求
め
て
』『
天
理
経
営
論
総
説
』

『
駆
け
つ
け
る
信
仰
者
た
ち
―
―

天
理
教
災
害
救
援
の
百
年
史
』『
天

理
教
台
湾
伝
道
史
』『
天
理
教
社
会

福
祉
の
理
論
と
展
開
』
な
ど
。

っ
た
が
、
そ
の
後
も
当
局
か
ら

の
監
視
と
統
制
の
下
に
置
か
れ

る
。
本
書
で
は
、
国
民
道
徳
運

動
（
明
治
末
期
）、
国
民
精
神

作
興
運
動
（
大
正
後
半
）、
国

民
精
神
総
動
員
運
動
（
昭
和
10

年
代
）
と
い
っ
た
、
官
主
導
の

国
家
主
義
的
思
想
運
動
に
呼
応

し
つ
つ
、
教
団
と
し
て
の
舵
取

り
を
行
っ
て
き
た
天
理
教
の
時

局
対
応
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

戦
前
は
、
教
派
神
道
、
仏
教

各
派
、
キ
リ
ス
ト
教
が
公
認
宗

教
団
体
で
あ
っ
た
が
、
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
国
家
の
監
視
が
緩

め
ら
れ
る
わ
け
で
な
く
、
ま
し

て
国
家
の
方
針
に
逆
ら
う
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。
公
認
宗

教
団
体
で
は
な
か
っ
た
新
興
宗

教
教
団
に
至
っ
て
は
、「
類
似

宗
教
」
と
見
な
さ
れ
、
一
層
厳

し
い
姿
勢
で
統
制
の
対
象
と
さ

れ
た
。
当
局
の
意
に
添
わ
な
い

場
合
は
容
赦
な
く
弾
圧
を
受
け

た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、
も

と
も
と
神
道
で
な
か
っ
た
天
理

教
は
や
む
を
得
ず
し
て
教
派
神

道
に
所
属
し
て
い
た
と
も
言
え

る
。

　

国
家
神
道
体
制
に
お
い
て

「
日
本
型
社
会
保
障
シ
ス
テ

ム
」
は
脆
弱
化
し
、
社
会
的
孤

立
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な

っ
た
。
近
年
は
生
活
困
窮
者
の

み
な
ら
ず
身
寄
り
が
な
い
状
況

が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
下
で
伴
走
は
ま
す

ま
す
重
要
な
概
念
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。

	

二
つ
の
支
援
か
ら
構
成

さ
れ
る
伴
走
型
支
援

　

伴
走
型
支
援
に
は
漠
然
と
し

た
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
や
す
い

が
、
実
際
に
は
体
系
的
に
整
理

さ
れ
て
い
る
。
伴
走
型
支
援
は

「
課
題
解
決
型
支
援
」
と
「
伴

走
支
援
」
に
大
別
さ
れ
、
こ
の

二
つ
が
両
輪
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
課
題
解
決
型
支
援
は
文

字
通
り
対
象
者
の
抱
え
る
課
題

の
解
決
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
専
門
職
の
対
応
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
一
方
で
伴
走
支
援

と
は
寄
り
添
い
自
体
に
意
義
を

見
出
す
支
援
で
あ
る
。「
問
題

は
簡
単
に
は
解
決
し
な
い
が
、

関
わ
り
や
支
え
合
い
の
中
で
人

は
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
」。
こ
の
よ
う
な
人
間
観
を

も
と
に
伴
走
型
支
援
の
理
念
が

組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

宗
教
団
体
が
困
難
を
抱
え
る

人
た
ち
に
寄
り
添
う
取
り
組
み

を
検
証
し
た
り
、
構
想
し
た
り

す
る
場
合
、
そ
れ
ら
は
「
課
題

解
決
を
目
指
す
も
の
な
の
か
」

そ
れ
と
も
「
伴
走
そ
の
も
の
を

目
指
す
も
の
な
の
か
」
を
整
理

す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
前
述
の

と
お
り
「
課
題
解
決
型
支
援
」

と
「
伴
走
支
援
」
は
両
輪
で
あ

り
、
ど
ち
ら
か
が
秀
で
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ひ
と
つ
の
団

体
で
両
方
の
支
援
を
担
う
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
自
ら
の
強
み
を
活
か

し
、
不
足
す
る
部
分
は
他
団
体

や
専
門
機
関
と
連
携
す
る
こ
と

が
現
実
的
な
方
法
で
あ
ろ
う
。

宗
教
団
体
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
伴
走

　

一
例
と
し
て
東
京
を
拠
点
に

困
窮
者
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い

る
「
ひ
と
さ
じ
の
会
」
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
よ
う
。
浄
土
宗

の
僧
侶
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て

い
る
同
団
体
は
月
に
２
回
、
浅

草
・
上
野
地
区
で
路
上
生
活
者

た
ち
に
、
お
に
ぎ
り
を
配
っ
て

安
否
確
認
を
し
て
い
る
。
月
に

２
回
の
取
り
組
み
で
路
上
生
活

の
問
題
が
根
本
的
に
解
決
す
る

こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の

活
動
が
持
つ
意
義
は
小
さ
く
な

い
。
路
上
生
活
者
た
ち
に
関
わ

り
続
け
る
こ
と
で
、
彼
ら
の
小

さ
な
変
化
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
。
そ
し
て
、
本
人
が
生
活

再
建
を
望
ん
だ
と
き
に
は
、
適

切
な
支
援
機
関
へ
橋
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
実
際
に
、
ひ

と
さ
じ
の
会
は
「
山
友
会
」、

「
も
や
い
」、「
ビ
ッ
グ
イ
シ
ュ

ー
基
金
」
と
い
っ
た
困
窮
者
支

援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

密
接
に
連
携
し
た
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
高
い
専
門
性
が

な
く
て
も
、
伴
走
そ
の
も
の
に

は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
地
道

な
取
り
組
み
を
継
続
で
き
る
の

は
、
信
仰
に
裏
打
ち
さ
れ
た
利

他
主
義
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
そ
れ
が
宗
教
団
体
の
大
き

な
強
み
で
あ
る
。
宗
教
団
体
の

内
部
で
は
「
専
門
性
が
な
い
の

に
複
雑
な
問
題
に
安
易
に
手
を

出
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
慎
重

な
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
が

自
ら
相
談
す
る
こ
と
は
稀
で
あ

る
。
新
宗
教
団
体
も
か
つ
て
の

よ
う
に
多
く
の
相
談
が
持
ち
込

ま
れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
こ
そ
、
相
談
を
待
つ
だ

け
で
は
支
援
は
届
か
な
い
。

伴
走
の
鍵
は
「
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
」
と
「
翻
訳
」

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
求
め
ら

れ
る
の
は
相
談
が
来
る
の
を
待

つ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
出

向
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ

の
出
向
く
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
」
と
呼
ば
れ
る
。

宗
教
団
体
が
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を

す
る
場
合
、
布
教
の
手
段
だ
と

み
な
さ
れ
や
す
い
。
実
際
に
布

教
を
目
的
と
し
て
い
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
誤
解
を
避
け
る

工
夫
は
い
く
ら
あ
っ
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
多

機
関
連
携
は
重
要
で
あ
る
。
専

門
機
関
と
の
協
働
は
支
援
の
質

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
宗
教

団
体
へ
の
信
頼
を
育
む
契
機
に

も
な
る
。
先
述
の
と
お
り
、
実

際
の
伴
走
型
支
援
は
「
課
題
解

決
型
支
援
」
と
「
伴
走
支
援
」

の
両
輪
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

自
ら
の
活
動
が
適
し
て
い
る
の

は
ど
の
よ
う
な
支
援
な
の
か
見

極
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。

　

新
宗
教
団
体
に
は
、「
と
も

に
苦
し
み
、
と
も
に
生
き
る
」

実
践
の
知
恵
が
数
多
く
蓄
積
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
経
験
は
、
社

会
的
孤
立
が
深
刻
化
す
る
今
日

の
社
会
に
お
い
て
こ
そ
、
大
き

な
意
味
を
持
つ
は
ず
だ
。
教
団

内
で
育
ま
れ
て
き
た
伴
走
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、
地
域
社
会
で
活
か

す
た
め
の「
翻
訳
」が
、
こ
れ
か

ら
の
宗
教
実
践
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

煉
獄
援
助
修
道

会
管
区
長
の
橋
本

晶
子
氏
は
、
東
日

本
大
震
災
と
原
発

事
故
を
振
り
返
り
、

「
何
も
語
れ
な
い

時
に
、
と
も
に
沈

黙
し
、
そ
の
場
に

佇た
た
ず

む
こ
と
こ
そ
祈

り
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
、「
支
援
す

る
側
と
さ
れ
る
側
の
境
界
が
揺

ら
ぐ
」
と
指
摘
し
た
。

　

金
光
教
大
阪
災
害
救
援
隊
の

竹
内
真
治
氏
は
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
で
「
刺
身
が
食
べ
た

い
」
と
の
声
に
応
え
、
ち
ら
し

寿
司
と
ブ
リ
の
刺
身
を
提
供
し

た
事
例
を
紹
介
。「
心
を
込
め

た
支
援
は
相
手
に
伝
わ
る
」
と

語
っ
た
。

　

全
体
討
議
で
は
、
世
界
宗
教

者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日

本
委
員
会
事
務
局
長
の
篠
原
祥

哲
氏
が
「
宗
教
に
は
『D

oi
ng

』
だ
け
で
な
く
『Being

』

と
い
う
役
割
が
あ
る
」
と
指
摘

（
写
真
右
上
）。
発
題
者
か
ら

も
、「
顔
の
見
え
る
関
係
を
築

き
続
け
る
こ
と
」
や
「
地
域
に

根
差
し
た
宗
教
者
の
役
割
」
の

重
要
性
が
語
ら
れ
た
。

災害支援の歩みと未来を展望
宗援連 15周年記念シンポ

『
近
代
日
本
国
家
と
天
理
教
の

時
局
対
応
』（
法
藏
館
、Ａ
５
判
、

３
２
０
頁
、
６
６
０
０
円
）

　

孤
立
や
分
断
が
深
ま
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、
宗
教
は

人
々
の
苦
悩
に
ど
の
よ
う
に

寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
生
活
困
窮
者
支
援
や
地

域
福
祉
の
現
場
で
は
、
課
題

解
決
だ
け
で
な
く
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
支
え
る
「
伴
走

型
支
援
」
が
重
視
さ
れ
て
い

る
。
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
や
宗

教
と
福
祉
の
研
究
に
取
り
組

む
関
西
学
院
大
学
の
白
波
瀬

達
也
教
授
が
「
と
も
に
苦
し

み
、
と
も
に
生
き
る
」
と
い

う
視
点
か
ら
、
宗
教
団
体
の

役
割
と
可
能
性
に
つ
い
て
語

る
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
し
ら
は
せ
・
た
つ
や
／

１
９
７
９
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大

学
人
間
福
祉
学
部
教
授
。
博
士
（
社
会
学
）。

専
門
は
社
会
学
、社
会
福
祉
学
。
ホ
ー
ム
レ
ス

支
援
、生
活
困
窮
者
支
援
、地
域
再
生
、多
文
化

共
生
な
ど
を
テ
ー
マ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
続
け
る
。
著
書
に
『
貧
困

と
地
域
―
あ
い
り
ん
地
区
か
ら
見
る
高
齢
化
と
孤
立
死
』『
宗
教
の
社
会

貢
献
を
問
い
直
す
―
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
現
場
か
ら
』
な
ど
多
数
。

教
に
携
わ
る
者
は
、
日
々
の
礼

拝
を
通
じ
て
慈
悲
や
寛
容
の
心

を
育
み
、
社
会
や
世
界
の
平
和

と
安
寧
を
祈
り
続
け
て
い
ま

す
」
と
述
べ
た
上
で
、
中
東
を

は
じ
め
各
地
で
戦
争
や
紛
争
が

続
く
現
状
に
触
れ
、
世
界
平
和

の
実
現
を
願
い
参
列
者
と
と
も

に
黙
と
う
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
た
日
谷
照
應
理
事
長
は
、

日
本
宗
教
連
盟
が
１
９
４
６

（
昭
和
21
）
年
に
結
成
し
、
信

教
の
自
由
の
尊
重
・
擁
護
と
政

教
分
離
の
原
則
の
も
と
、
宗
教

文
化
の
振
興
と
世
界
平
和
に
取

り
組
ん
で
き
た
歩
み
を
紹
介
。

「
五
団
体
が
協
調
し
て
事
業
を

行
う
組
織
は
世
界
で
も
類
を
見

な
い
」
と
述
べ
、
宗
教
の
違
い

を
超
え
た
協
力
の
意
義
を
強
調

し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
な
ど
の
課
題
に
触

れ
、「
80
周
年
を
機
に
将
来
を

見
据
え
た
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
（
写
真
）。

　

来
賓
と
し
て
松
本
洋
平
文
部

科
学
大
臣
、
世
界
宗
教
者
平
和

会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員

会
の
戸
松
義
晴
理
事
長
、
全
国

教
誨
師
連
盟
の
嵩
海
史
副
理
事

長
（
竹
岡
郁
雄
理
事
長
代
読
）

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

松
本
文
部
科
学
大
臣
は
、
日

本
宗
教
連
盟
が
80
年
に
わ
た
り

宗
教
文
化
の
振
興
と
世
界
平
和

に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
を
高
く

評
価
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
や
災
害
時
の

地
域
連
携
、
宗
教
法
人
格
の
不

正
利
用
防
止
な
ど
の
取
り
組
み

に
触
れ
、「
相
互
理
解
を
深
め

な
が
ら
活
動
を
展
開
す
る
日
本

宗
教
連
盟
の
役
割
は
、
今
後
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
」
と
期
待

を
寄
せ
た
。

　

続
い
て
、
令
和
２
年
度
以
降

に
退
任
し
た
元
理
事
・
元
監
事

日
本
宗
教
連
盟
が
創
立
80
周
年

宗
教
協
力
の
歩
み
継
承
し
未
来
へ

・
元
幹
事
21
人
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
代
表
し
て
芳
村
正
德

顧
問
が
登
壇
し
、
感
謝
状
を
受

け
取
っ
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
に
続
き
、
記
念

提
言
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で

黒
㟢
浩
行
理
事
（
國
學
院
大
學

教
授
）
が
人
口
減
少
に
伴
う

「
限
界
宗
教
法
人
」
の
増
加
や

不
活
動
宗
教
法
人
の
現
状
、
大

規
模
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
宗

教
法
人
を
取
り
巻
く
課
題
を
指

摘
。
宗
教
施
設
を
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
活
用
す
る
動
き
に

も
触
れ
、「
宗
教
文
化
が
人
々

に
救
い
や
安
心
を
も
た
ら
す
公

共
的
価
値
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
宗
教
団
体
相
互
の
連
携
に

加
え
、
自
治
体
や
地
域
社
会
と

の
協
力
を
一
層
深
め
る
必
要
が

あ
る
」
と
述
べ
、
宗
教
団
体
と

自
治
体
・
地
域
社
会
と
の
連
携

強
化
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
裏
千
家

社
中
に
よ
る
呈
茶
が
行
わ
れ
、

出
席
者
は
一
服
の
茶
を
囲
み
な

が
ら
和
や
か
に
歓
談
し
、
創
立

80
周
年
を
祝
っ
た
。

著者著者にに
聞く聞く

国
家
と
宗
教
の
関
係
を
問
い
直
す

天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
教
授
　
金
子 

昭

白
波
瀬
達
也
（
関
西
学
院
大
学
人
間
福
祉
学
部
教
授
）

提 言

と
も
に
苦
し
み
、と
も
に
生
き
る

「
伴
走
型
支
援
」と

宗
教
団
体
の
役
割

厳
は
国
籍
や
立
場
、
能
力
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
」
と
し
、「
人
間
の
安
全
保

障
」
の
視
点
か
ら
、
高
齢
者
や

障
害
者
、
貧
困
や
孤
立
な
ど
身

近
な
課
題
に
も
目
を
向
け
、
一

人
ひ
と
り
の
自
由
や
権
利
を
守

る
こ
と
が
平
和
の
土
台
に
な
る

と
強
調
。
諸
宗
教
が
共
有
す
る

人
間
尊
重
の
精
神
を
社
会
へ
発

信
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
竹
村
牧
男
・
平
和

研
究
所
長
が
仏
教
の
立
場
か
ら

自
他
を
尊
重
す
る
大
切
さ
を
説

き
、
松
井
ケ
テ
ィ
所
員
は
平
和

教
育
の
重
要
性
を
指
摘
。
四
戸

潤
弥
所
員
は
「
人
間
の
尊
厳
を

守
る
価
値
は
宗
教
や
文
化
を
超

え
て
共
有
で
き
る
」と
述
べ
た
。

最
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ

Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
（
戸
松

義
晴
理
事
長
）
は
６
月
11
日
、

京
都
市
で
第
55
回
理
事
会
を
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
た
。

　

戸
松
義
晴
理
事
長
の
再
任
を

含
む
役
員
人
事
案
、
２
０
２
５

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
を

承
認
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
地
震
や
能

登
半
島
地
震
へ
の
支
援
、
平
和

構
築
、
平
和
教
育
な
ど
の
取
り

組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

11
月
に
開
催
さ
れ
る
第
10
回
ア

ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
大
会
へ

の
協
力
方
針
を
確
認
し
た
。

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
日
本
委

第
55
回
理
事
会

平
和
大
学
講
座

�

人
間
の
尊
厳
の
回
復
め
ざ
し

「すべてのいのちを尊ぶ世界」の実現を―世界各地の紛争等の平和的解決を祈念いたします （50音順）
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庭
野
平
和
財
団
（
庭
野
浩
士

理
事
長
）
は
５
月
12
日
午
前
、

東
京
都
港
区
の
国
際
文
化
会
館

で
「
第
43
回
庭
野
平
和
賞
贈
呈

式
」
を
開
催
し
た
。
受
賞
者
は

ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
マ
ゾ
ン
の
先
住

民
ア
シ
ャ
ニ
ン
カ
族
の
精
神
的

指
導
者
で
、
ヨ
レ
ン
カ
・
タ
ソ

レ
ン
ツ
ィ
研
究
所
代
表
の
ベ
ン

キ
・
ピ
ヤ
コ
師
。
森
林
再
生
や

先
住
民
文
化
の
継
承
、
若
者
育

成
を
通
じ
た
環
境
保
護
活
動
が

評
価
さ
れ
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
庭
野
平
和
賞

委
員
会
の
ソ
ム
ブ
ー
ン
・
チ
ュ

ン
プ
ラ
ン
プ
リ
ー
委
員
長
が
選

考
結
果
を
報
告
。
15
年
以
上
に

わ
た
り
森
林
再
生
や
若
者
教
育

に
取
り
組
み
、
人
間
と
自
然
と

の
結
び
付
き
を
育
む
活
動
を
国

際
社
会
へ
広
げ
て
き
た
こ
と
を

評
価
し
、
庭
野
浩
士
理
事
長
か

ら
ピ
ヤ
コ
師
に
賞
状
、
顕
彰
メ

ダ
ル
、
賞
金
２
千
万
円
（
目

録
）
が
贈
ら
れ
た
（
写
真
）。

　

庭
野
理
事
長
が
庭
野
日
鑛
名

誉
会
長
の
あ
い
さ
つ
文
を
代

読
。
こ
の
中
で
、
ア
マ
ゾ
ン
の

森
林
保
護
は
日
本
人
の
生
活
に

も
直
結
す
る
課
題
と
し
た
上

で
、
自
然
は
人
間
が
支
配
す
る

も
の
で
は
な
く
、
共
に
生
き
る

存
在
と
す
る
ア
シ
ャ
ニ
ン
カ
族

の
価
値
観
に
、
現
代
社
会
が
学

ぶ
べ
き
叡
智
が
あ
る
と
述
べ

た
。
ま
た
、「
八
百
万
の
神
」

や
「
鎮
守
の
森
」
に
触
れ
、
自

然
へ
の
畏
敬
と
節
度
あ
る
生
活

の
大
切
さ
を
説
い
た
。

　

松
本
洋
平
文
部
科
学
大
臣

（
中
村
裕
之
副
大
臣
代
読
）
と

日
本
宗
教
連
盟
の
日
谷
照
應
理

事
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

記
念
講
演
で
ピ
ヤ
コ
師
は
、

植
樹
は
生
物
多
様
性
と
自
然
の

均
衡
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の

活
動
だ
と
説
明
。「
種
を
人
々

の
心
の
中
に
も
植
え
て
い
き
た

い
」
と
語
り
、
自
然
と
共
生
す

る
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

ピ
ヤ
コ
師
は
１
９
７
４
（
昭

和
49
）
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ク

レ
州
生
ま
れ
。
違
法
伐
採
や
資

源
開
発
か
ら
先
住
民
の
土
地
を

守
る
活
動
を
続
け
る
と
と
も

に
、
若
者
教
育
や
森
林
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

憲
法
改
正
を
め
ぐ
る
議
論
が

続
く
中
、「
緊
急
事
態
条
項

※
」
や
「
信
教
の
自
由
」「
政

教
分
離
」
な
ど
、
憲
法
の
根
幹

に
関
わ
る
テ
ー
マ
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
加
盟
教
団
が

宗
教
・
教
派
の
違
い
を
超
え
て

協
力
す
る
新
宗
連
に
と
っ
て
、

「
信
教
の
自
由
」
は
宗
教
者
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
多
様
な

価
値
観
が
共
存
す
る
民
主
主
義

社
会
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で

も
あ
る
。
伊
藤
塾
塾
長
で
弁
護

士
の
伊
藤
真
氏
が
、
憲
法
の
基

本
的
な
考
え
方
を
は
じ
め
、
現

在
の
憲
法
改
正
論
議
の
論
点
や

「
信
教
の
自
由
」「
政
教
分

離
」
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て

論
じ
る
。

　�

一
　
憲
法
と
は
「
権
力
を

　
縛
る
ル
ー
ル
」
で
あ
る

　

２
０
２
６
年
４
月
、
英
国
チ

ャ
ー
ル
ズ
国
王
が
米
連
邦
議
会

で
演
説
し
、「
一
人
の
意
思
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
多
く
の
者

の
熟
議
に
よ
っ
て
」
民
主
主
義

は
成
り
立
つ
と
訴
え
ま
し
た
。

マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
以
来
の
「
行

政
権
力
も
抑
制
と
均
衡
に
服
す

る
」
と
い
う
原
則
へ
の
言
及

は
、
議
場
を
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
沸
か
せ
ま
し

た
。さ
ら
に
国
王
は「
全
て
の
信

仰
を
持
つ
人
々
、
あ
る
い
は
信

仰
を
持
た
な
い
人
々
を
尊
重
す

る
義
務
が
あ
る
」
と
も
述
べ
ま

し
た
。
異
な
る
信
仰
を
持
つ
多

く
の
教
団
が
加
盟
す
る
新
宗
連

に
と
っ
て
、
こ
の
言
葉
は
特
別

な
重
み
を
も
っ
て
響
き
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
憲
法
と
は
何
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
国
民
の
権
利

を
列
挙
し
た
宣
言
文
で
は
な

く
、「
国
家
権
力
を
縛
る
た
め

の
最
高
規
範
」
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。
権
力
は
放
置
す
れ
ば
必

ず
暴
走
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ

主
権
者
で
あ
る
国
民
が
「
こ
の

範
囲
で
し
か
権
力
を
使
っ
て
は

な
ら
な
い
」
と
政
府
に
命
じ
た

も
の
、
そ
れ
が
憲
法
で
す
。
政

府
が
憲
法
を
守
る
の
は
義
務
で

あ
り
、
憲
法
に
反
す
る
法
律
や

政
令
は
そ
れ
自
体
が
無
効
と
な

り
ま
す
。

　�

二
　
信
教
の
自
由
が
民
主

　
主
義
の
根
幹
で
あ
る
理
由

　

憲
法
学
者
・
芦あ

し

部べ

信の
ぶ

喜よ
し

先
生

は
か
つ
て
「
信
教
の
自
由
は
人

権
の
花
形
的
存
在
で
あ
る
」
と

語
り
ま
し
た
。
今
日
、「
表
現

の
自
由
」
こ
そ
が
最
重
要
の
人

権
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
西
洋
の
歴

史
に
お
い
て
は
、
信
教
の
自
由

こ
そ
が
近
代
的
な
権
利
の
出
発

点
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗

教
戦
争
と
い
う
深
刻
な
惨
禍
を

経
て
、「
ど
の
宗
教
が
正
し
い

か
を
国
家
が
決
め
る
の
で
は
な

く
、
個
人
の
内
心
に
委
ね
る
」

と
い
う
原
則
が
確
立
さ
れ
、
思

想
・
表
現
・
結
社
の
自
由
、
そ
し

て
民
主
主
義
そ
の
も
の
の
土
台

が
築
か
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

憲
法
20
条
が
定
め
る
政
教
分

離
は
、
信
教
の
自
由
の
裏
側
に

位
置
す
る
原
則
で
す
。
特
定
の

宗
教
が
政
治
と
結
び
つ
く
と
、

「
絶
対
的
な
真
理
」
が
政
策
の

根
拠
と
な
り
、
異

な
る
信
仰
を
持
つ

人
々
と
の
対
話
や

妥
協
が
不
可
能
に

な
り
ま
す
。
民
主

主
義
は
「
何
が
正

し
い
か
、
一
つ
の

答
え
が
あ
ら
か
じ

め
決
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
」

と
い
う
謙
虚
な
前
提
に
立
ち
、

熟
議
と
妥
協
を
通
じ
て
前
進
す

る
も
の
で
す
。
政
教
分
離
は
、

宗
教
的
少
数
者
の
信
教
の
自
由

を
守
る
と
と
も
に
、
民
主
主
義

そ
の
も
の
を
歪
み
か
ら
守
る
制

度
的
装
置
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
戦
前
、
国
家
神
道
と

政
治
が
深
く
結
び
つ
い
た
結

果
、
や
が
て
戦
争
へ
の
道
が
開

か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
歴

史
の
教
訓
が
、
日
本
国
憲
法
に

お
け
る
政
教
分
離
規
定
の
根
底

に
あ
り
ま
す
。
政
治
が
宗
教
を

利
用
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
最

終
的
に
傷
つ
く
の
は
信
仰
そ
の

も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　�

三
　
今
、
何
が
問
わ
れ
て

　
い
る
か

　

現
在
の
改
憲
論
議
で
は
「
緊

急
事
態
条
項
」、
と
り
わ
け
国

会
議
員
の
任
期
延
長
が
焦
点
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
政

府
は
「
災
害
時
の
政
治
空
白
を

防
ぐ
た
め
」
と
説
明
し
ま
す

が
、
参
議
院
の
緊
急
集
会
と
い

う
制
度
は
す
で
に
存
在
し
ま

す
。
憲
法
が
定
め
る
議
員
の
任

期
は
、
国
民
が
政
治
家
に
国
政

を
委
ね
る
期
限
を
意
味
し
ま

す
。
議
員
自
身
が
そ
の
期
限
を

延
長
で
き
る
と
な
れ
ば
、「
も

う
こ
の
政
治
家
に
は
任
せ
ら
れ

な
い
」
と
国
民
が
感
じ
て
も
、

そ
の
意
思
を
示
す
機
会
そ
の
も

の
が
奪
わ
れ
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
改
憲
は
不
要
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
有
害
で
す
。

　�

四
　
憲
法
は
「
未
完
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
―
共
に
作
り
続

け
る
も
の

　

哲
学
者
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ

ー
マ
ス
は
「
近
代
は
未
完
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
」
と
語
り

ま
し
た
。
自
由
・
民
主
主
義
・

法
の
支
配
と
い
う
理
念
は
、
失

敗
し
た
の
で
は
な
く
、
い
ま
だ

完
成
し
て
い
な
い
。
引
き
続
き

実
現
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
し
て

私
た
ち
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
る
、
と
い
う
の
で
す
。
憲

法
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
そ

れ
は
制
定
さ
れ
た
瞬
間
に
完
成

す
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
の

公
共
的
な
討
議
に
よ
っ
て
絶
え

ず
解
釈
さ
れ
、
更
新
さ
れ
、
実

質
化
さ
れ
て
い
く
―
継
続
的
な

民
主
的
学
習
過
程
の
成
果
と
し

て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。

　

憲
法
12
条
は
こ
う
定
め
て
い

ま
す
。「
こ
の
憲
法
が
国
民
に

保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、

国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
つ

て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」。
権
利
は
与
え
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
が

対
話
と
熟
議
に
よ
っ
て
作
り
続

け
る
も
の
で
す
。
感
情
に
任
せ

た
拙
速
な
変
更
で
簡
単
に
変
え

て
い
い
も
の
で
は
な
く
、
不
断

の
対
話
と
熟
議
に
よ
っ
て
育
て

て
い
く
も
の
で
す
。

　

多
様
な
信
仰
を
持
つ
教
団
が

連
帯
し
、「
信
教
の
自
由
」
と

「
多
様
な
価
値
観
の
共
存
」
と

い
う
価
値
を
社
会
に
向
け
て
発

信
す
る
こ
と
―
そ
れ
は
特
定
の

政
治
的
立
場
を
主
張
す
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
主
主
義

の
土
台
を
守
る
た
め
の
、
宗
教

者
と
し
て
の
責
任
あ
る
営
み
で

す
。
考
え
方
の
違
う
人
々
が
対

話
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
社
会
を

共
に
作
っ
て
い
く
。
そ
の
終
わ

り
な
き
営
み
こ
そ
、
憲
法
と
い

う
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
前

進
さ
せ
る
力
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。

※
緊
急
事
態
条
項
…
大
規
模
災

害
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
時

に
、
政
府
の
権
限
を
通
常
よ
り

拡
大
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
憲

法
上
の
規
定
。
現
在
の
日
本
国

憲
法
に
は
な
く
、
憲
法
改
正
論

議
の
主
要
な
論
点
の
一
つ
。

　
【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
い
と
う
・

ま
こ
と
／
弁
護
士
。
伊
藤
塾
塾

長
、
法
学
館
憲
法
研
究
所
所

長
。
１
９
５
８
年
東
京
都
生
ま

れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
。

１
９
９
５
年
に
伊
藤
塾
を
設
立

し
、
法
律
家
の
育
成
に
取
り
組

む
。
憲
法
問
題
に
関
す
る
講
演

・
執
筆
活
動
を
行
う
ほ
か
、
日

弁
連
憲
法
問
題
対
策
本
部
副
本

部
長
を
務
め
る
。

あ
た
ら
し
い「
和
」の
生
き
方
―

対
話
か
ら
見
え
る
私
た
ち
へ
の

ヒ
ン
ト

小
堀 

宗
実 

著

　

茶
道
と
い
う
と
、
作
法
や
形

式
を
重
ん
じ
る
世
界
を
思
い
浮

か
べ
る
人
は
少
な
く
な
い
。
し

か
し
本
書
が
伝
え
る
「
和
」

は
、
単
な
る
礼
儀
作
法
で
も
、

日
本
人
論
で
も
な
い
。
異
な
る

価
値
観
を
持
つ
相
手
を
受
け
入

れ
、
と
も
に
心
地
よ
い
場
を
つ

く
る
姿
勢
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

遠
州
茶
道
宗
家
十
三
世
家
元

の
小
堀
宗
実
氏
は
、
能
楽
師
や

ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
脚
本
家
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
、
俳
優
な
ど
各
界

で
活
躍
す
る
人
々
と
の
対
話
を

通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
観

や
仕
事
観
を
丁
寧
に
引
き
出
し

て
い
く
。
著
者
が
前
面
に
立
つ

の
で
は
な
く
、
聴
き
役
に
徹
す

る
こ
と
で
、
相
手
の
言
葉
は
自

然
な
深
み
を
帯
び
て
い
く
。

　

江
戸
文
学
・
文
化
研
究
者
の

田
中
優
子
氏
と
の
対
談
で
は
、

「
思
い
や
り
の
お
も
て
な
し
の

文
化
」
の
源
流
を
江
戸
時
代
に

た
ど
り
、
日
本
文
化
の
豊
か
さ

を
再
認
識
す
る
。
日
本
文
学
研

究
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ

キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

―
不
穏
な
ア
メ
リ
カ
の
変
貌

森
本
あ
ん
り
・
渡
辺 

靖 

著

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
深
く
関

わ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
揺

る
が
し
て
い
る
「
キ
リ
ス
ト
教

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い

て
、
神
学
者
の
森
本
あ
ん
り
氏

と
、
現
代
ア
メ
リ
カ
研
究
者
で

あ
る
渡
辺
靖
氏
が
、
対
談
し
た

内
容
を
ま
と
め
た
一
冊
。

　

「
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」
と
は
、
政
教
分
離
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
社
会
を

キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
て
再
構

築
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
近
年
の
統
計
で
、「
信
奉

者
」
と
「
共
感
者
」
合
わ
せ
て

総
人
口
の
約
30
％
に
上
る
と
い

う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の

支
持
者
に
は
、
仏
教
徒
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
、
非
宗
教
的
な
人
々

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
い
う
「
キ
リ
ス
ト
教
」
は
宗

教
と
い
う
よ
り
、
あ
る
種
の

「
文
化
」、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
認
め
な
い
一
方
、

そ
の
近
く
に
記
さ
れ
て
い
る

「
刺い

れ
ず
み青

を
し
て
は
い
け
な
い
」

「
外
国
人
を
大
切
に
し
な
さ

い
」
と
い
っ
た
教
え
に
は
目
を

向
け
な
い
な
ど
、
そ
の
理
解
に

は
恣
意
的
な
側
面
が
見
ら
れ
る

と
い
う
。

　

過
去
の
価
値
観
に
基
づ
い
て

書
か
れ
た
（
あ
る
い
は
書
か
れ

な
か
っ
た
）
聖
典
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
深
く
読
み
込
み
、
時
代
に

即
し
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ

き
か
が
重
要
と
の
指
摘
は
示
唆

に
富
む
。（
朝
日
新
聞
出
版
、
新

書
版
、２
４
０
頁
、９
９
０
円
）

宗
教
の
「
公
共
性
」
を
問
い
直

す
―
ケ
ア
と
共
感
か
ら
生
ま
れ

る
も
の

宮
本 

要
太
郎 

著

　

孤
立
や
分
断
が
深
ま
る
現
代

社
会
の
中
で
、
宗
教
は
人
々
の

苦
悩
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
旧
統
一

教
会
問
題
以
降
、
宗
教
に
対
す

る
厳
し
い
視
線
が
続
く
一
方

で
、
支
援
や
ケ
ア
の
現
場
で
寄

り
添
い
続
け
る
宗
教
者
の
姿

は
、
必
ず
し
も
十
分
に
共
有
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　

本
書
は
「
宗
教
と
は
何
か
」

「
宗
教
は
社
会
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
り
得
る
の
か
」
を
問
い
直

し
た
一
冊
で
あ
る
。
著
者
は
ホ

ー
ム
レ
ス
支
援
な
ど
に
取
り
組

む
「
支
縁
の
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
共
同
代
表
で
も
あ
り
、
支

援
現
場
に
身
を
置
い
て
き
た
研

究
者
。
十
数
年
に
わ
た
る
三
つ

の
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
盤

に
、
宗
教
者
に
よ
る
寄
り
添
い

の
実
践
を
掘
り
下
げ
て
い
る
。

　

大
阪
・
釜
ヶ
崎
で
の
炊
き
出

し
や
夜
回
り
、
葬
送
支
援
の
調

査
を
通
じ
て
、
宗
教
者
が
行
っ

て
い
る
の
は
「
救
済
」
で
は
な

く
、「
共
苦
」
で
は
な
い
か
と

考
え
る
よ
う
に
な
る
。
困
窮
者

を
支
援
対
象
と
し
て
見
る
の
で

は
な
く
、
と
も
に
苦
し
み
、
と

も
に
生
き
よ
う
と
す
る
営
み
。

そ
の
関
係
性
を
、
著
者
は
「
支

援
」
で
は
な
く
「
支
縁
」
と
呼

ぶ
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
、
も
う
一
度
結
び
直
そ
う
と

す
る
ま
な
ざ
し
が
、
本
書
の
根

底
に
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
だ
け
で
な
く

台
湾
、
韓
国
へ
と
調
査
対
象
を

広
げ
、「
伴
走
型
支
援
」
と
い

う
視
点
を
提
示
。「
助
け
る
側

／
助
け
ら
れ
る
側
」
と
い
う
境

界
を
超
え
、
と
も
に
歩
む
関
係

性
に
着
目
す
る
。　

　

ま
た
、「
公
共
宗
教
学
」
と

い
う
新
た
な
立
場
も
提
唱
す

る
。
宗
教
の
公
共
性
を
外
か
ら

評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
宗
教

者
、
研
究
者
、
市
民
が
協
働
し

な
が
ら
公
共
を
生
み
出
し
て
い

く
過
程
そ
の
も
の
を
対
象
と
す

る
試
み
だ
。
こ
こ
で
語
ら
れ
る

「
公
共
性
」
は
、
宗
教
が
社
会

貢
献
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
測

る
話
で
は
な
い
。
苦
し
む
人
の

そ
ば
に
立
ち
、「
と
も
に
い

る
」
こ
と
を
通
し
て
、
人
と
人

と
の
関
係
を
ど
う
再
生
し
て
い

け
る
の
か
。
そ
の
実
践
の
中
に

こ
そ
、
宗
教
の
意
味
を
見
い
だ

そ
う
と
し
て
い
る
。　

　

苦
し
む
人
の
そ
ば
に
立
ち
続

け
る
こ
と
の
意
味
を
、
本
書
は

静
か
に
問
い
か
け
て
い
る
。

（
関
西
大
学
出
版
部
、
Ａ
５

判
、
２
５
６
頁
、
２
３
１
０

円
）

ィ
な
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
男
性
・
白
人
中
心
主

義
と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
女
性

や
移
民
の
支
持
者
も
少
な
く
な

い
。
父
親
不
在
の
問
題
家
庭
の

多
い
ア
メ
リ
カ
で
、
一
定
層
の

女
性
に
も
、
男
性
中
心
の
伝
統

的
家
族
イ
メ
ー
ジ
へ
の
憧
れ
が

あ
る
。
移
民
に
は
ア
メ
リ
カ
人

と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
獲
得
し
た
い
と
い
う
動
機

や
、
成
功
体
験
に
戻
づ
く
自
己

責
任
論
（
社
会
的
弱
者
へ
の
冷

淡
さ
）
な
ど
が
背
景
に
あ
る
と

い
う
。

　

キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
進
展
は
、
長
年
、
弱
者
救

済
、
社
会
的
平
等
ば
か
り
が
叫

ば
れ
て
き
た
と
感
じ
、
そ
れ
に

う
ん
ざ
り
し
た
人
々
が
、
反
対

側
へ
と
振
り
子
を
戻
そ
う
と
し

た
結
果
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

宗
教
右
派
と
も
呼
ば
れ
る
教

派
で
あ
る
福
音
派
は
、
キ
リ
ス

ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
重
な

る
部
分
が
大
き
い
。
聖
書
の
記

述
を
文
字
通
り
受
け
取
る
傾
向

が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に

は
、
都
合
の
い
い
と
こ
ろ
だ
け

を
取
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

例
え
ば
、「
男
は
男
と
寝
て
は

な
ら
な
い
」（
旧
約
聖
書
レ
ビ

記
）
と
い
う
記
述
を
根
拠
に
Ｌ

ル
氏
と
の
対
談
で
は
、
古
典
を

読
み
解
く
こ
と
が
視
野
を
広

げ
、
世
界
平
和
を
考
え
る
視
点

へ
と
つ
な
が
る
こ
と
が
語
ら
れ

る
。

　

「
楽
し
み
、
学
び
、
生
き
が

い
と
す
る
」
と
い
う
小
堀
氏
の

姿
勢
も
印
象
的
だ
。
学
び
と
は

本
や
師
か
ら
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
人
と
の
出
会
い
を
通
し
て

自
ら
を
磨
く
こ
と
で
も
あ
る
。

　

そ
の
根
底
に
は
遠
州
流
茶
道

が
受
け
継
い
で
き
た
精
神
が
あ

る
。
流
祖
・
小
堀
遠
州
は
「
綺

麗
さ
び
」
の
美
意
識
を
確
立
し

た
茶
人
と
し
て
知
ら
れ
、
客
人

が
何
を
感
じ
、
何
を
喜
ぶ
か
を

第
一
に
考
え
る
「
客
人
本
位
」

の
精
神
を
重
ん
じ
た
。
著
者
が

対
談
で
見
せ
る
、
相
手
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
、
思
い
を
受
け
止

め
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
も
、
遠

州
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
。

　

本
書
が
描
き
出
す
「
和
」
の

本
質
は
同
調
や
妥
協
で
は
な

く
、
多
様
性
を
認
め
合
う
知
恵

に
あ
る
。
相
手
を
変
え
よ
う
と

す
る
の
で
は
な
く
、
耳
を
傾
け

る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
信
頼
を

育
み
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出

す
。
茶
道
が
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
こ
の
精
神
は
、
分

断
や
対
立
が
深
ま
る
現
代
社
会

に
お
い
て
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
結
び
直
す
た
め
の
大
切

な
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

　

本
書
は
そ
う
し
た
「
和
」
の

精
神
を
現
代
に
生
き
る
私
た
ち

へ
静
か
に
問
い
か
け
る
。
一
碗

の
茶
を
囲
む
よ
う
に
人
と
向
き

合
う
心
の
在
り
方
を
教
え
て
く

れ
る
一
冊
と
し
て
、
人
と
の
つ

な
が
り
や
対
話
の
意
味
を
見
つ

め
直
し
た
い
人
に
薦
め
た
い
好

著
だ
。（
佼
成
出
版
社
、
四
六

判
、２
８
０
頁
、
２
２
０
０
円
）

庭野平和賞

ベ
ン
キ
・
ピ
ヤ
コ
師
に
贈
呈

森
林
再
生
と
先
住
民
文
化
継
承
を
評
価

提　言提　言

信
教
の
自
由
は
、な
ぜ

民
主
主
義
の
土
台
な
の
か

伊
藤
真
（
伊
藤
塾
塾
長
、弁
護
士
）

166

0012

東
京
都
杉
並
区
和
田
二
―
七
―
一

普
門
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
３
階

電

　話

　〇
三（
三
二
二
六
）四
三
七
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ

　〇
三（
三
二
二
六
）一
八
三
五
番

「すべてのいのちを尊ぶ世界」の実現を―世界各地の紛争等の平和的解決を祈念いたします （50音順）



2026年（令和8年）７月２４日（金曜日）第115７号 （6）

　

新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
（
新
宗
連
）
は
今
年
、
結

成
75
周
年
を
迎
え
る
。
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
の
結

成
70
周
年
記
念
事
業
総
括
式
典
で
は
、「
信
教
の
自
由

を
守
ろ
う
」「
信
仰
心
を
広
め
よ
う
」「
宗
教
協
力
を
進

め
よ
う
」「
世
界
の
平
和
に
貢
献
し
よ
う
」
の
四
つ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
解
説
文
を
見
直
し
、
そ
の
今
日
的
な
意

義
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。
同
年
８
月
に
は
、「
信

じ
る
自
由
と
信
じ
な
い
自
由
」
と
題
す
る
理
事
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
発
表
。
結
成
80
周
年
を
見
据
え
、
新
宗
連
が

受
け
継
い
で
き
た
理
念
を
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ど
う
生

か
し
、
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
の
か
。
４
年
間
に
わ

た
り
理
事
長
を
務
め
た
石
倉
寿
一
常
務
理
事
（
前
理
事

長
）
と
、
新
た
に
就
任
し
た
宮
本
惠
司
理
事
長
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
と
今
後
の
展
望
を
聞
い
た
。

　

私
は
「
信
じ
る
自
由
」
と
同
じ

よ
う
に
、「
信
じ
な
い
自
由
」
も

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
８
月
、
新
宗
連
は

「
信
じ
る
自
由
と
信
じ
な
い
自

由
」
と
題
す
る
理
事
長
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
表
し
ま
し
た
。
信
教
の
自

由
は
、
一
般
に
「
自
分
が
信
じ
た

い
宗
教
を
自
由
に
選
び
、
信
仰
で

き
る
権
利
」
と
し
て
語
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
現

実
に
は
、
信
仰
を
持
つ
人
も
い
れ

ば
、
持
た
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ

れ
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
ど
ち
ら
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
信
仰
心
の
尊
さ
や
有

り
難
さ
を
伝
え
る
立
場
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
信
じ
る
か
ど
う
か

は
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、
決

め
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
の
意
味

で
「
信
じ
な
い
自
由
」
も
ま
た
、

信
教
の
自
由
を
支
え
る
大
切
な
権

利
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
宗
連
が
「
信
じ
な
い
自
由
」

に
ま
で
言
及
し
た
こ
と
は
、
非
常

映
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

私
は
、
信
仰
心
を
持
つ
人
も
持
た

な
い
人
も
い
る
と
い
う
現
実
を
受

け
止
め
た
上
で
信
仰
を
語
る
こ
と

こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め

ら
れ
る
姿
勢
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
に
信
仰

の
意
味
を
改
め
て
問
い
直
す
契
機

と
な
り
ま
し
た
。
教
団
を
離
れ
る

人
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
ま
た
、

し
た
姿
を
通
し
て
、
信
仰
と
は
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
向
き
合
い
、
育

ん
で
い
く
も
の
な
の
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　

信
じ
な
い
と
い
う
選
択
肢
が
あ

る
か
ら
こ
そ
、
自
分
は
な
ぜ
信
じ

る
の
か
、
信
仰
は
自
分
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を

改
め
て
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
信
じ
る
自
由
」
と
「
信

じ
な
い
自
由
」
は
対
立
す
る
も
の

心
を
広
め
よ
う
」
も
、
私
が
大
切

に
し
て
い
る
言
葉
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
は
、
か
つ
て
掲
げ
て
い
た
標

語
「
国
民
皆
信
仰
」
の
精
神
を
現

代
に
受
け
継
い
だ
も
の
で
す
。

「
国
民
皆
信
仰
」
と
い
う
言
葉
に

は
、
人
々
の
心
の
豊
か
さ
や
信
仰

の
大
切
さ
を
社
会
に
広
げ
て
い
こ

う
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

新
宗
連
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
表
現

と
思
い
ま
す
。

　

今
日
の
私
を
育
て
て
く
だ
さ
っ

た
の
は
、
祖
母
を
は
じ
め
教
団
に

集
う
信
者
さ
ん
方
、
一
人
ひ
と
り

だ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

信
者
さ
ん
が
教
え
を
信
じ
、
実

践
し
て
い
る
姿
勢
や
、
生
き
方
そ

の
も
の
で
信
仰
心
の
尊
さ
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

信
仰
や
信
仰
心
は
教
義
だ
け
か
ら

学
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
日
々
の

触
れ
合
い
の
中
で
自
然
と
育
ま
れ

す
。
し
か
し
、
人
も
環
境
も
、
時

代
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

信
仰
だ
け
は
変
わ
る
こ
と
の
な
い

依
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
人
の
心
を

支
え
続
け
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
う
考
え
る
と
、「
信
仰
心
を

広
め
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
意
味
も
、
お
の
ず
と
見
え
て
き

ま
す
。
本
来
、
誰
も
が
持
っ
て
い

る
思
い
や
り
や
感
謝
、
祈
り
の
心

に
気
付
き
、
そ
れ
を
育
ん
で
い
く

こ
と
こ
そ
、「
信
仰
心
を
広
め
よ

う
」
に
込
め
ら
れ
た
願
い
な
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

基
本
理
念
を
未
来
へ
―
80
周

年
に
向
け
て

　

い
ま
の
社
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
に
よ
っ

て
、
人
と
人
が
瞬
時
に
つ
な
が
る

便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
相
手
を
十
分
に
知
ら
な
い

ま
ま
言
葉
を
交
わ
し
、
人
と
直
接

向
き
合
う
機
会
は
少
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。
さ
ら

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
が
当
た
り

前
と
な
っ
た
現
代
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

上
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン

空
間
に
も
広
が
り
、
デ
ジ
タ
ル
特

有
の
新
し
い
形
態
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

宗
教
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

デ
ジ
タ
ル
の
利
便
性
を
生
か
し

な
が
ら
も
、
人
と
人
と
が
向
き
合

い
、
互
い
を
理
解
し
、
支
え
合
う

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、「
寄
り
添

う
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
で
は
被
災

地
へ
足
を
運
び
、
直
接
寄
り
添
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

感
染
症
の
流
行
下
で
は
、
そ
れ
が

か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で

実
感
し
た
の
は
、
祈
り
に
は
距
離

や
時
間
を
超
え
て
人
に
寄
り
添
う

力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
直

接
会
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、

人
を
思
い
、
祈
る
こ
と
で
心
は
つ

な
が
り
ま
す
。
実
際
に
会
う
こ
と

だ
け
が
寄
り
添
う
こ
と
で
は
な
い

―
―
そ
の
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら

れ
ま
し
た
。
社
会
の
あ
り
方
が
変

わ
っ
て
も
、
人
を
思
い
や
る
心
や

祈
る
心
ま
で
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
信
者
さ
ん
方
か
ら
教
え

ら
れ
た
信
仰
の
力
を
思
う
た
び

に
、
宗
教
の
本
質
は
時
代
を
超
え

て
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

結
成
75
周
年
を
迎
え
た
今
、
改

め
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
新
宗
連
の
原
点
で

す
。
戦
後
の
混
乱
の
中
、「
正
法

を
あ
ま
ね
く
流
布
し
て
萬
民
和
樂

の
樂
土
を
建
設
す
る
」、
す
な
わ

ち
、「
人
々
の
身
と
心
を
救
い
た

い
」
と
い
う
切
実
な
願
い
か
ら
新

宗
連
は
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
願

い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
組
織
が
生

ま
れ
、
今
日
ま
で
活
動
を
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

時
代
と
と
も
に
社
会
は
変
わ

り
、
新
宗
連
の
活
動
も
変
化
し
て

い
く
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ど
ん

な
に
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
変
え

て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
創
立
以
来
受
け
継
い

で
き
た
基
本
理
念
で
す
。
組
織
は

理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
あ
り
ま

す
。
組
織
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
点
を

見
失
え
ば
、
新
宗
連
の
存
在
意
義

も
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
基
本
理
念
を
社
会

の
中
で
ど
う
実
践
し
て
い
く
か
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
宗
教
界
に

と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
、
教
育
、
医

療
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

と
の
対
話
と
協
力
を
深
め
、
互
い

の
理
解
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
自
ら
評
価
を
求
め

る
の
で
は
な
く
、
社
会
と
の
対
話

を
積
み
重
ね
、
そ
の
先
に
「
新
宗

連
は
社
会
に
必
要
な
存
在
だ
」
と

認
め
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
何
よ

り
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
創

立
の
理
念
は
、
受
け
継
ぐ
だ
け
で

は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
の
課
題
に
向
き
合

い
、
社
会
の
中
で
生
か
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
次
の
世

代
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

四
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
ま
た
、

そ
の
基
本
理
念
を
社
会
の
中
で
実

践
す
る
た
め
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の

で
す
。
信
教
の
自
由
を
守
り
、
互

い
の
宗
教
を
尊
重
し
合
い
、
一
人

ひ
と
り
の
心
に
あ
る
思
い
や
り
や

感
謝
、
祈
り
の
心
を
育
み
、
そ
の

思
い
を
家
庭
か
ら
地
域
へ
、
さ
ら

に
社
会
、
そ
し
て
世
界
へ
と
広
げ

て
い
く
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
新
宗

連
の
目
指
す
歩
み
で
あ
り
、
創
立

以
来
受
け
継
い
で
き
た
基
本
理
念

を
未
来
へ
受
け
継
い
で
い
く
こ
と

な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
は
な
く
、
互
い
の
価
値
を
認
め

合
う
こ
と
で
成
り
立
つ
も
の
で

す
。
そ
の
こ
と
を
宗
教
者
の
立
場

か
ら
社
会
に
発
信
し
た
点
に
、
こ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
最
も
大
き
な
意

義
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

信
仰
心
は「
あ
た
た
か
な
心
」

　

二
つ
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
信
仰

し
て
い
る
信
仰
心
と
は
、
仏
教
で

い
う
「
慈
悲
」
の
心
、
す
な
わ
ち

人
を
思
い
や
る
あ
た
た
か
な
心
を

育
む
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

信
仰
を
通
し
て
そ
の
心
を
深
め
、

養
い
、
磨
い
て
い
く
。
そ
し
て
、

相
手
を
思
い
や
っ
て
行
動
で
き
る

人
格
を
培
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
社

会
に
広
げ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

「
信
仰
心
を
広
め
よ
う
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
具
体
化
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

新
宗
連
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教

教
団
が
集
う
連
合
体
で
す
。
目
指

し
て
い
る
の
は
、
単
に
信
者
を
増

や
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ぞ
れ
の
教
団
で
の
信
仰
を
通
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
互
い
を
思
い

や
る
心
を
育
み
、
相
手
の
立
場
や

こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
人
を
思
い
や
る
心
を
育
み
、

そ
の
輪
を
社
会
へ
広
げ
て
い
く
こ

と
が
、
よ
り
平
和
な
世
界
に
つ
な

が
る
。
そ
れ
こ
そ
が
「
信
仰
心
を

広
め
よ
う
」
の
本
質
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
社
会
が
変
わ
れ
ば
、

人
々
が
抱
え
る
悩
み
や
生
き
づ
ら

さ
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
私
た
ち
信
仰
者
も
時
代

の
変
化
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
、

一
人
ひ
と
り
の
声
に
耳
を
傾
け
、

そ
の
思
い
に
寄
り
添
っ
て
い
く
姿

勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

近
年
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
理

解
や
外
国
人
と
の
共
生
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
や
生
き
方
に
向
き
合
う
場
面
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国

や
文
化
、
育
っ
た
環
境
が
違
え

ば
、
考
え
方
が
違
う
の
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
と
の
違
い
だ
け
を
見
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
相
手
を
知
り
、
理

解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

新
宗
連
で
も
、
こ
う
し
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
学
習
会
を
重
ね
て
い

ま
す
。
実
際
に
当
事
者
の
話
を
聞

い
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人

の
考
え
方
に
触
れ
た
り
す
る
と
、

そ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と

や
、
自
分
の
思
い
込
み
に
気
づ
か

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
自

身
も
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
や

対
話
を
通
し
て
、
物
事
の
見
方
が

変
わ
っ
た
経
験
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
学
び
は
、
一
人
ひ
と

り
の
意
識
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い

く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
第
一
歩
は
教
団
の
指
導

に
当
た
る
立
場
の
人
が
率
先
し
て

理
解
を
深
め
、
自
ら
そ
の
姿
勢
を

示
す
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
積
み
重
ね
が
教
団
全
体

へ
と
広
が
り
、
互
い
の
違
い
を
認

め
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
き

ら
れ
る
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
す
。

平
和
へ
の
願
い
を
次
代
へ

　

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
は
、
私

に
と
っ
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

原
点
に
な
り
ま
し
た
。
新
宗
連
青

年
会
委
員
長
を
務
め
て
い
た
頃
、

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
青

年
平
和
使
節
団
（
ア
ジ
ア
懺
悔

行
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
、
タ
イ
や
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
中
国
、
韓
国
を
実
際
に
訪

れ
、
自
分
の
目
で
見
て
、
人
々
の

声
に
耳
を
傾
け
た
こ
と
で
、
現
地

に
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
分
か
ら
な

い
現
実
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　

現
地
に
は
、
日
本
と
同
じ
よ
う

に
、
戦
争
に
よ
っ
て
家
族
や
故
郷

を
失
っ
た
人
々
が
い
ま
し
た
。
沖

縄
を
は
じ
め
日
本
で
も
約
３
１
０

万
人
が
戦
争
で
命
を
落
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
中
国
を
は
じ
め
ア

ジ
ア
諸
国
で
は
、
そ
れ
を
大
き
く

上
回
る
多
く
の
人
々
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
現
地
を
訪
れ
た
こ
と

で
、
国
籍
や
立
場
を
超
え
、
す
べ

て
の
戦
争
犠
牲
者
に
心
を
寄
せ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
教
え
ら

れ
た
の
で
す
。

　

戦
争
に
は
正
義
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
過
去
の
歴

史
を
知
り
、
現
地
へ
足
を
運
び
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。
自
分
と
は
違
う
考
え
に
触
れ

る
こ
と
で
初
め
て
見
え
て
く
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね

が
相
互
理
解
に
つ
な
が
り
、
平
和

へ
の
第
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

四
つ
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
世
界

の
平
和
に
貢
献
し
よ
う
」
と
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
と
い
う

意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
な

人
を
思
い
や
り
、
苦
し
む
人
に
寄

り
添
い
、
困
っ
て
い
る
人
に
手
を

差
し
伸
べ
る
。
そ
の
一
つ
一
つ
の

行
い
が
、
や
が
て
平
和
な
社
会
を

築
く
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

　

結
成
80
周
年
に
向
け
て
、
若
い

世
代
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

ま
す
。
青
年
に
は
い
つ
も
、「
自

分
た
ち
で
考
え
、
ま
ず
や
っ
て
み

た
ら
い
い
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

失
敗
し
た
ら
や
り
直
せ
ば
い
い
。

私
た
ち
に
は
思
い
つ
か
な
い
新
し

い
発
想
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

切
り
拓
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

教
え
の
根
本
は
大
切
に
守
り
な

が
ら
、
時
代
に
合
わ
せ
て
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
。
そ
の
姿

勢
こ
そ
、
新
宗
連
の「
新
」の
字
に

込
め
ら
れ
た
精
神
に
ほ
か
な
り
ま

せ
ん
。

　

先
達
か
ら
受
け
継
い
だ
平
和
へ

の
願
い
と
理
念
を
、
こ
れ
か
ら
も

次
の
世
代
へ
、
そ
し
て
結
成
80
周

年
、
そ
の
先
の
未
来
へ
と
つ
な
い

で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　2023（令和５年）３月の結成70周年記念事業総括
式典では、スローガンの現代的意義の確認と未来へ
の継承として、スローガンの解説文を更新し、新宗
連将来計画として発表した。
◆信教の自由を守ろう

• 「信教の自由」は基本的人権の根幹である。
• 「信教の自由」は宗教活動に不可欠である。
• 「信教の自由」はあらゆる宗教を互いに尊重し

合うことを意味している。
• 「信教の自由」は信仰を強制されない自由をも

含んでいる。
• 「信教の自由」の保障には、政教分離原則が貫

かれていなければならない。
• 「信教の自由」と「政教分離」は密接不可分で

ある。
• 「信教の自由」を守るためには敢然として行動

する。
◆信仰心を広めよう

• 「信仰心」を広めることは、私たちの使命であ
るとの信念において共通している。

• 「信仰心」は一人ひとりの「信教の自由」の上

に成立している。
• 「信仰心」の涵養は一人ひとりの「信教の自由」

を尊重することから始まる。
• 新宗連が志向する「信仰心」の涵養とは、一人

ひとりの心の安寧、苦悩からの救済をはじめ、
感謝、歓喜、報恩、利他の人生へと導くことで
ある。

• 新宗連が志向する「信仰心」の涵養とは、日々
の礼拝等、生活に根差した信仰実践を勧めるこ
とにより、倫理や道徳では補えない、心の奥底
の浄化と全人的救済へ導くことである。

• 新宗連が志向する「信仰心」の涵養とは、一人
ひとりが宗教的感性と人格を磨き、信仰による
感謝と感動を広げることを通じて、より良い社
会の形成に貢献することである。

◆宗教協力を進めよう
• 信教の自由を遵守し、一人ひとりの信仰心を涵

養して、世界平和に貢献するためには宗教者あ
るいは宗教教団相互の理解と協力が必要不可欠
である。

• すべての宗教は、その成り立ち、教義や儀礼、
布教や教化の仕方など、形の上において異なる
が、その本質、目指すべきところを各自が研鑽
するとともに、対話を通じて相互理解を図り、

協力、連携を進めていく。
• 宗教協力と対話を促進することにより、宗教が

陥りやすい閉鎖性、独断性を抑制するととも
に、相互に磨き合い、高め合い、社会に貢献し
ていく。

• 新宗連の掲げる宗教協力は、宗教間の相互理解
のための対話促進・霊性交流・相互学習などを
含んでいる。

◆世界の平和に貢献しよう
• 新宗連の究極目的は、宗教協力を通じて人類福

祉と世界平和に貢献することである。
• 新宗連が目指す世界平和への第一義は「信教の

自由」精神と「信仰心」の涵養を通して「平和
を希求し、祈り、行動する人」を育てることで
ある。

• 世界平和を招来するためには、国内外のあらゆ
る戦争犠牲者への慰霊と鎮魂が必要不可欠であ
るとの信念において共通している。

• 世界平和は、地域レベルの平和から国際的レベ
ルの平和を含んでいる。

• 世界平和に貢献するために、生命、人権、環
境、軍縮、貧困など、平和構築の条件となる諸
問題に目を向け、宗教者としての取り組みを探
求する。

そ
の
人
自
身
の

選
択
で
す
。
一

方
で
、
ど
ん
な

状
況
に
あ
っ
て

も
、
信
仰
を
持

ち
続
け
、
そ
れ

を
心
の
支
え
と

し
て
歩
み
続
け

た
人
た
ち
も
い

ま
し
た
。
こ
う

　

新
宗
連
で
は
、
そ
の
時
代
に
応

じ
て
活
動
の
理
念
を
見
つ
め
直

し
、「
信
教
の
自
由
を
守
ろ
う
」

「
信
仰
心
を
広
め
よ
う
」「
宗
教

協
力
を
進
め
よ
う
」「
世
界
の
平

和
に
貢
献
し
よ
う
」
の
四
つ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
に
掲
げ
る
「
信
教
の
自
由

を
守
ろ
う
」
は
私
た
ち
の
宗
教
活

動
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基

本
で
あ
り
、
基
本
的
人
権
の
根
幹

を
な
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
新
宗

連
が
長
年
掲
げ
て
き
た
宗
教
協
力

と
世
界
平
和
の
理
念
は
、
あ
ら
ゆ

る
宗
教
を
互
い
に
尊
重
し
合
う
と

い
う
精
神
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
実
践

そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

結
成
65
周
年
（
２
０
１
６
年
）

を
機
に
加
わ
っ
た
「
信
仰
心
を
広

め
よ
う
」
は
、
創
立
当
初
の
「
国

民
皆
信
仰
」
の
精
神
を
現
代
に
受

け
継
ぐ
も
の
で
す
。「
広
め
よ

う
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
信
仰
心
を
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
育
み
、
そ
の
輪
を
社
会
へ

広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

信
仰
心
、
こ
の
言
葉
を
聞
く
た

び
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
私
が
ど

の
よ
う
な
環
境
の
中
で
信
仰
に
触

れ
、
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
た
か
と

の
方
が
教
団
を
訪
れ
、
励
ま
さ

れ
、
笑
顔
で
帰
っ
て
い
く
。
そ
の

日
常
の
中
で
育
っ
た
こ
と
が
、
今

振
り
返
れ
ば
、
自
分
に
と
っ
て
何

よ
り
の
信
仰
の
学
び
だ
っ
た
の
だ

て
い
っ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

信
仰
と
は
、
自
ら
を
見
つ
め
直

し
、
新
た
な
気
持
ち
で
歩
み
出
す

力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
し

い
う
こ
と
で
す
。
生
ま
れ
た
時
か

ら
妙
智
會
教
団
の
中
で
育
ち
、
教

団
本
部
の
近
く
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
、
家

に
は
す
で
に
信
者
さ
ん
方
が
お
ら

れ
、
皆
さ
ん
と
の
朝
の
あ
い
さ
つ

で
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
昼
に
な

る
と
、
悩
み
を
抱
え
た
方
々
が
次

々
と
會
主
で
あ
る
祖
母
（
宮
本
ミ

ツ
師
）
を
訪
ね
、
指
導
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
夜
に
な
れ
ば
、
皆
さ

ん
と
食
卓
を
囲
み
、
語
り
合
う
毎

て
、
幸
せ
は
物

の
豊
か
さ
で
は

な
く
、
心
の
豊

か
さ
の
中
に
こ

そ
あ
る
こ
と
に

気
づ
か
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

人
は
互
い
に

支
え
合
い
な
が

ら
生
き
て
い
ま

日
で
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、

そ
れ
が
特
別
な
こ
と

だ
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
多
く

心
を
育
ん
で
い
く
こ

と
。
そ
れ
こ
そ
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で

宗
教
が
果
た
す
べ
き

使
命
だ
と
思
っ
て
い

新
宗
連
結
成

新
宗
連
結
成
8080
周
年
へ
向
け
、思
い
と
展
望
を
聞
く

周
年
へ
向
け
、思
い
と
展
望
を
聞
く

に
画
期
的
な
こ
と
で

し
た
。
信
仰
心
を
広

め
る
立
場
か
ら
見
れ

ば
、
一
見
す
る
と
矛

盾
し
て
い
る
よ
う
に

苦
し
み
に
寄
り
添
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、

紛
争
や
戦
争
、
悲
惨

な
事
件
を
少
し
ず
つ

で
も
減
ら
し
て
い
く

石
倉
寿
一
常
務
理
事
（
前
理
事
長
）
―

信
教
の
自
由
と
信
仰
心
を
未
来
へ

新宗連スローガンとは新宗連スローガンとは

2023年３月９日の結成70周年記念事業総括
式典で、刷新したスローガン解説文を発表

宮
本
惠
司
理
事
長
―

結
成
以
来
の
基
本
理
念
を
継
承

年 内　容

1965（昭和40）年 ４つの標語「信教の自由・政教分離・宗教
協力・国民皆信仰」を制定

2001（平成13）年 ３つのスローガンへ再編

2016（平成28）年 「信仰心を広めよう」を新たなスローガン
として追加

2023（令和５）年 スローガン解説文を再定義し、新宗連将来
計画として発表

【スローガンの変遷】

　「新宗連スローガン」は新宗連結成以来の歴史、
時代状況の変化を総合的に検討し「新宗連の理念、
目的、活動｣ を誰にでも分かりやすく、伝えやすく
するもの。
　新宗連は1965（昭和40）年から、４つの標語「信
教の自由・政教分離・宗教協力・国民皆信仰」を掲
げ、2001（平成13）年の結成50周年時に「信教の自
由を守ろう・宗教協力を進めよう・世界の平和に貢
献しよう」の３つに再編。そして結成65周年を迎え
た2016（平成28）年10月に開催した全国総会におい
て、新たに「信仰心を広めよう」という新たなスロ
ーガンを加えることを発表した。
　「信仰心を広めよう」は、1965（昭和40）年から
掲げていた４つの標語の一つ「国民皆信仰」に込め
られた精神を再確認し、新宗連活動に参画する一人
ひとりが自らの信仰心を深め、信仰によって救われ
た喜びや感動をあらためて世に顕していく―との願
いが込められている。また、これまで掲げてきた３
つのスローガン「信教の自由を守ろう・宗教協力を
進めよう・世界の平和に貢献しよう」に、新たに
「信仰心を広めよう」を加え、新宗連の理念や目的
を、加盟教団の会員、信徒をはじめ、より多くの方
々に幅広く伝えていくことを目的としている。


